
今
月
の
主
な
内
容 

C
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n
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２
月
20
日（
日
）、富
山
集
会
所
で
第
３
回

と
み
や
ま
梅
の
里
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、約
３

０
０
人
の
市
民
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
当
地
区
が
掲
げ
る
「
梅

の
里
づ
く
り
構
想
」を
地
区
外
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
進
め
よ
う
と「
と
み
や

ま
里
づ
く
り
委
員
会
」が
一
昨
年
か
ら
始
め

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
田
舎
体
験
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
は
、小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
約
50
人
が
参
加
。
途
中
、
純
米
吟

醸
と
み
や
ま
、梅
の
酒
、シ
シ
の
串
焼
き
、地

元
産
の
お
米
、後
川
唯
一
の
沈
下
橋
な
ど
早

春
の
と
み
や
ま
を
ま
る
ご
と
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
を
通
し
て
地
域
が
も
っ
と
も

っ
と
元
気
に
な
り
、ひ
い
て
は
本
市
の
新
た

な
魅
力
の
創
出
な
ど
市
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
「
ま
ち
の
話
題
（
Ｐ
14
）
」
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

四
万
十
川 

花
絵
巻 

デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
愛
号
」発
車 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
完
成 

特
集

:

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現 

秋
水
１
０
０
年（
墓
前
祭
ほ
か
） 

小
中
学
校
の
入
学
式 

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

���� �����

とみやま梅の里まつりの「梅の王女」（右から渡邊さくらさん、宮　萌さん、有友七海さん） 

広報 
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3/19（土）・20（日）・21（月・祝） 

四万十川四万十川 花絵巻花絵巻 四万十川四万十川 花絵巻花絵巻 四万十川 花絵巻 
　四万十川の恵みを受け、春から秋にかけて、市内各所で美しく咲き誇る花をまとめて「四万十川 花絵巻」と

題し、各花の見頃の時期を設定し、市内外へPRを行います。 

　また、その花々が見頃を迎える時期に、満開となる場所において“花の宴”として催しを行います。 

　花々と共に皆さまをお待ちしていますので、ぜひ遊びにきてください。 

催物開催日程 

桜の巻 

3/
（土） 12 10/

（日） 2

3/
（土） 12 4/

（日） 3

各花絵巻名称 

桜の巻 

菜の花の巻 

藤の巻 

花菖蒲の巻 

紫陽花の巻 

曼珠沙華の巻 

設定期間 

3/12  （土） ～ 4/ 3（日） 

3/12  （土） ～ 4/ 3（日） 

4/16  （土） ～ 4/24（日） 

5/28  （土） ～ 6/ 5（日） 

6/ 4  （土） ～ 6/12（日） 

9/23（金・祝）～10/ 2（日） 

催物名称 

 

菜の花の宴 

 

花菖蒲の宴 

紫陽花の宴 

曼珠沙華の宴 

場　所 

為松公園 

入田河川敷 

香山寺市民の森 

トンボ自然公園 

安並水車の里 

入田河川敷 

催物開催日 

 

3月12日（土）・13日（日）・19日（土）～21日（月・祝） 

 

5月28日（土） 

6月4日（土） 

9月24日（土）・25日（日） 

10：00～15：00 
　◆菜の花ご当地“入田”物産展 
　◆四万十食まつり（幡多地域のおいしい食べ物大集合） 
　◆その他、たくさんの催しいっぱい 
　　・巣箱作り体験　・野草食品卸売会 
　　・昔のおもちゃで遊ぶコーナー 
　　・ざわめきテント（飲食販売）・菜の花写生コンテスト 
　　・風船プレゼント・四万十川PRテント 
　3/12のみ 
　　・ラジコンヘリ見学（キャンディー投下有） 
　　・世界初大型ラジコン飛行機展示（予定） 

12:00、13:00、14:00　◆川船で水中観察 
 
12:00～14:00　　　  ◆春の野草試食会 
 
午前・午後1回ずつ　　 ◆四万十川自然観察会 
 
 
3/13のみ 
13:00　◆子供宝探し（小学生以下） 
　　　　　＊100名にお菓子プレゼント 

お昼時 
　◆「菜の花茶屋」の茶屋めし 
　（中村料理飲食店組合によるおいしい料理が大集合） 

3/19のみ　13:00～15:00 
　◆野点（先着200名）    ◆琴の演奏 
3/21のみ　11：00～12：00 
　◆ “菜の花コンサート”（西中学校音楽部） 

　菜の花の小径に、具同小学校・東中筋小学校児童作成紙灯籠、また、幡多農業高校作成の竹灯籠を設置します。 
　＊菜の花提灯の無料貸出を行います。また、下記の内容で「菜の花バス」が循環します。ぜひご利用ください。 

ボンボリの点灯で夜桜を演出。幻想的な花見が楽しめます。 

＊期間中は車両通行規制（小姓町側→丸の内側のみの一方通行）を行います。 

菜の花の巻 3/ （土） 12 4/
（日） 3

～催し物内容～ 

＊上記のほか、“菜の花の巻”期間中の土、日、祝日は、ご当地“入田”物産展を行います。 

問い合わせ先 四万十市観光振興連絡会議（事務局）　商工観光課 観光係　�（34）1783

開催場所　為松公園 
点灯期間　18時～22時 

会場　入田河川敷 

3/12（土）・13（日） 

3/12（土）・13（日）・19（土）・20（日）　18：30～21：0０　◆菜の花“夢灯り”の小径 

　発着場所：入田河川敷「菜の花の宴会場」上流　　　費  用：１人1,000円 
　遊覧時間：11：00～11：30、11：40～12：10、12：20～12：50、13：00～13：30、13：40～14：10、14：20～14：50

3/12（土）・13（日）・19（土）・20（日）・21(月・祝)　◆菜の花遊覧 

菜の花バス停留所  発車時間（片道乗車料金：100円） 

物産館サンリバー四万十発 

中村駅発 

市役所駐車場発 

新ロイヤルホテル四万十発 

中村プリンスホテル発 

入田会場発 

18:00 

18:05 

18:12 

18:20 

18:24 

18:35

18:45 

18:50 

18:57 

19:05 

19:09 

19:20（着） 

入田会場発 

中村プリンスホテル発 

新ロイヤルホテル四万十発 

市役所駐車場発 

中村駅発 

物産館サンリバー四万十発 

19:25 

19:35 

19:39 

19:45 

19:52 

19:55

20:05 

20:10 

20:14 

20:20 

20:27 

20:30

20:50 

20:55 

20:59 

21:05 

21:12 

21:15（着） 

入
田
会
場

入
田
会
場 

入
田
会
場 

桜づつみ公園 

トンボ 
自然公園 四万十川四万十川 

キャンキャンプ場プ場 
四万十川 
キャンプ場 

四万十 
市役所● 

● 
安並 
運動公園 

至宿毛市 至足摺岬 

至高知市 

至大用 

具同 

中
村 

入田 
為松為松 
公園公園 
為松 
公園 

四
万
十
川 
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田
出
ノ
川
地
区
に
市
有
林
か
ら
搬
出
さ
れ
た
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
四
万
十
市
の
山
々
で
育
っ
た
木
々
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
体
験
、
実
感
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、全
国
で
も
有
数
の
蓄
積
を
誇
る
ヒ
ノ
キ
を「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」と
し
て
利

活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

　
４
月
よ
り
正
式
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
が
、3
月
25
日（
金
）に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て

完
成
見
学
会
を
、ま
た
3
月
29
日（
火
）に
は
落
成
式
を
行
い
ま
す
。 

 
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
完
成
見
学
会
】 

　
場
所
　
四
万
十
市
田
出
ノ
川（
か
わ
ら
っ
こ
の
2
0
0
ｍ
上
流
側
） 

　
日
時
　
3
月
25
日（
金
）10
時
〜
11
時
　
　
定
員
　
30
人（
先
着
順
） 

　
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
　
 

　
　
自
家
用
車
で
の
直
接
の
ご
来
場
、も
し
く
は
市
の
バ
ス
に
て
送
迎
し
ま
す
。 

　
申
込
方
法
 

　
　（
市
）農
林
課
�
（
3
4
）1
1
1
8
ま
で
 

　
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 市
内
に
本
店
を
置
く
大
工
、 

工
務
店
、設
計
士
の
皆
さ
ん
へ
 

　
市
で
は
、モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
見
学
に
来
ら
れ
た
方
々

に
対
し
、木
造
住
宅
建
築
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
予
定
で
す
。そ
の
た
め
市
内
に
本
拠
を
置
き
四

万
十
市
産
材
に
よ
る
住
宅
建
築
が
可
能
な
大
工
、工

務
店
や
設
計
士
の
皆
さ
ん
を
登
録
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

●
連
絡
先
●
 

大
川
筋
地
域
振
興
組
合 

�（
3
1
）8
4
0
0

　「
ふ
れ
愛
号
」は
、四
万
十
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の
愛
称
で
す
。 

　
事
前
に
電
話
で
予
約
い
た
だ
く
と
、
ご
自
宅
近
く
か
ら
目
的
地
ま
で
、
お
出
か
け
先

か
ら
ご
自
宅
近
く
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。運
行
日
は
月
〜
土
曜
日
で
す
。 

　
四
万
十
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
し
、左
記
の
地
域
で
実
証
運
行
を

始
め
ま
す
。 

 

中

村

地

域

 

　
利
岡
、若
藤
、板
ノ
川
、口
鴨
川
、奥
鴨
川
、

　
田
野
川
甲
、田
野
川
乙
、
敷
地 

西
土
佐
地
域

 

　
藤
ノ
川
、
橘
、
津
野
川
、
津
賀
、
藪
ケ
市
、

　
須
　
、大
宮
、下
家
地
、中
家
地
、西
ケ
方
、

　
江
川
　
、用
井
、長
生
、半
家
、江
川
 

 　
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、原
則
、事
前
の
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。 

　
運
行
地
域
の
皆
さ
ま
へ
は
、
順
次
、
説
明
会
で

ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
ご
利
用
に
あ
た
り
ご
不

明
の
点
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 　【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　（
本
　
　
庁
）企
画
広
報
課
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
3
4
）1
1
2
9
 

　
　（
総
合
支
所
）総
務
課
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
5
2
）1
1
1
1

３
月
24
日（
木
）運
行
開
始（
予
定
）　
※
22
日（
火
）〜
予
約
受
付
開
始 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
完
成
！

完
成
！
 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
完
成
！

完
成
！
 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
完
成
！
 

デ
マ
ン
ド
交
通

デ
マ
ン
ド
交
通 

ふ
れ
愛
号

れ
愛
号  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
車
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
車
し
ま
す
！ 

デ
マ
ン
ド
交
通

デ
マ
ン
ド
交
通 

ふ
れ
愛
号

れ
愛
号  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
車
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
車
し
ま
す
！ 

デ
マ
ン
ド
交
通 

ふ
れ
愛
号  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
車
し
ま
す
！ 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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四
万
十
市
防
災
講
演
会

四
万
十
市
防
災
講
演
会 

　
　
　

　
　
　『
過
去
過
去
の
地
震
地
震
に
学
ん
で
次
の
南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
よ
』 

四
万
十
市
防
災
講
演
会

四
万
十
市
防
災
講
演
会 

　
　
　

　
　
　『
過
去
過
去
の
地
震
地
震
に
学
ん
で
次
の
南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
よ
』 

四
万
十
市
防
災
講
演
会 

　
　
　『
過
去
の
地
震
に
学
ん
で
次
の
南
海
地
震
に
備
え
よ
』 

　
2
月
9
日
（
水
）
、
市
立
中
央
公
民
館
で
東
京
大
学
地

震
研
究
所
の
都
司
嘉
宣
准
教
授
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、防
災
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
般
的
な
地
震
の
話
か
ら
、
長
年
に
わ
た
る
南
海
地

震
の
研
究
成
果
や
当
市
に
お
け
る
過
去
の
被
害
状
況
ま

で
の
貴
重
な
話
に
、
約
2
0
0
人
の
参
加
者
は
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
終
了
後
、多
く
の
方
か
ら「
中
村
の
地
名
が
出
て
き
て

リ
ア
ル
だ
っ
た
」「
統
計
学
的
な
説
明
が
あ
り
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、大
変
好
評
で
し
た
。 

  

　
高
知
県
は
活
断
層
が
ほ
と
ん
ど
な
く
直
下
型
地
震
の
お
そ

れ
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
南
海
地
震
の
心
配
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
南
海
地
震
は
2
0
3
5
年
ご
ろ
起

こ
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、こ
れ
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
安
政
南
海
地
震
（
1
8
5
4
年
）
で
は
幡
多
郡
で
60
人
、
中
村

で
30
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
21
年
南
海
地
震（
1
9
4
6

年
）
で
は
中
村
町
で
2
7
7
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
2
つ
の
地

震
に
共
通
し
て
、
本
町
（
現
土
佐
中
村
郵
便
局
付
近
）
の
被
害

が
大
き
い
の
で
、こ
の
地
域
は
、次
の
南
海
地
震
で
も
特
に
警

戒
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
市
街
地
は
四
万
十
川
と
後
川
に
囲
ま
れ
土
地
が
軟
弱
で
あ
る
の
で
大
き
な
揺
れ
を
伴

い
、家
屋
の
倒
壊
が
一
番
こ
わ
い
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、現
在
の
耐
震
技
術
を
も
っ
て

す
れ
ば
、震
度
７
の
地
震
が
起
こ
っ
て
も
全
壊
率
は
約
２
％
ま
で
抑
え
ら
れ
ま
す
。 

　
対
策
の
第
一
は
耐
震
補
強
。家
屋
を
耐
震
補
強
し
て
、次
の
南
海
地
震
に
備
え
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
●
　（
市
）総
務
課
 
防
災
係
　
�
（
3
5
）2
0
4
4

講
演
会
要
旨
 

　
左
記
に
該
当
す
る
人
で
、

耐
震
診
断
や
改
修
工
事
を

お
考
え
の
人
は
お
気
軽
に

ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
木
造
住
宅
耐
震
化
の
た

め
の
補
助
金
に
つ
い
て
も

ご
説
明
し
ま
す
。 

日
　
時
　
３
月
12
日（
土
） 

　
　
　
　
11
時
〜
15
時 

場
　
所
　
市
役
所 

本
庁 

　
　
　
　
１
階
ロ
ビ
ー 

対
象
者 

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま 

 

　
で
に
着
工
さ
れ
た
市
内

　
の
木
造
住
宅
に
お
住
ま

　
い
の
人 

　
ま
た
は
、
既
に
市
の
耐
震

　
診
断
を
受
け
た
人 

※
耐
震
診
断
を
受
け
た
人
は

　
診
断
書
を
、
受
け
て
な
い

　
人
は
設
計
図
な
ど
の
家
の

　
間
取
り
が
分
か
る
資
料
を

　
お
持
ち
く
だ
さ
い 

主
　
催 

　
四
万
十
住
宅
耐
震
研
究
会 

問
い
合
わ
せ
先 

　（
市
）企
画
広
報
課 

�
（
3
4
）1
1
2
9

　
１
月
29
日
（
土
）
、

市
立
中
央
公
民
館
で

四
万
十
市
を
は
じ
め
、

宿
毛
市
、
高
知
県
、
四

国
地
方
整
備
局
（
同

局
関
係
機
関
含
）
が

参
加
し
、
大
規
模
な

図
上
訓
練
と
し
て
、

四
万
十
川
洪
水
危
機

管
理
演
習
を
行
い
ま

し
た
。 

　
訓
練
は
参
加
者
に

演
習
災
害
シ
ナ
リ
オ

を
知
ら
せ
ず
、時
間
の
経
過
ご
と
に
課
題
を
与
え
本
番

さ
な
が
ら
の
災
害
対
応
を
模
擬
的
に
行
い
ま
し
た
。 

　
シ
ナ
リ
オ
は
大
型
台
風
が
高
知
県
に
上
陸
し
、豪
雨

に
よ
り
四
万
十
市
内
各
所
で
内
水
氾
濫
の
発
生
や
河

川
水
位
上
昇
に
よ
り
堤
防
が
破
堤
す
る
な
ど
の
想
定

で
、情
報
伝
達
や
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
災
害
対
応

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。四
万
十
市
は
昭
和
38
年
に
堤

防
が
破
堤
し
て
以
来
、堤
防
決
壊
と
い
う
災
害
は
経
験

し
て
お
ら
ず
、
大
変
実
践
的
な
経
験
と
な
り
、
こ
の
よ

う
な
訓
練
な
ど
を
活
か
し
な
が
ら
今
後
の
防
災
体
制

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
を
改
め
て
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先
● 

（
市
）総
務
課 

防
災
係
　
�
（
3
5
）2
0
4
4
 

木
造
住
宅

木
造
住
宅 

　
　
耐
震
相
談
会

　
　
耐
震
相
談
会 

木
造
住
宅 

　
　
耐
震
相
談
会 
四
万
十
川
洪
水

四
万
十
川
洪
水 

　
　
　
　
危
機
管
理
演
習

　
　
　
　
危
機
管
理
演
習 
四
万
十
川
洪
水 

　
　
　
　
危
機
管
理
演
習 

つ
　
じ
　
よ
し
の
ぶ
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地地域づくり域づくり支援職員支援職員 
　　　　地　　　　地区カルテ区カルテ 
地域づくり支援職員 
　　　　地区カルテ 
地域づくり支援職員 
　　　　地区カルテ 

　
奥
屋
内
上
地
区
は
、黒
尊
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、

か
つ
て
は
中
村
営
林
署
の
黒
尊
事
業
所
が
あ
り
、
林

業
が
盛
ん
な
地
区
で
し
た
が
、
事
業
所
の
撤
退
に
よ

り
過
疎
化
が
進
ん
だ
山
村
集
落
で
す
。 

　
高
齢
化
の
割
合
も
高
く
、
地
区
活
動
も
年
齢
の
高

い
人
た
ち
が
中
心
で
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
は
10
年

先
の
集
落
の
活
動
や
存
続
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
は
、
自
家
用
車
で
病
院
な
ど
へ
の
行
き
来

が
で
き
る
世
帯
が
多
い
も
の
の
、
時
間
と
と
も
に
困

難
に
な
っ
て
く
る
割
合
が
高
く
な
る
見
込
み
で
、
高

齢
化
が
進
み
健
康
へ
の
不
安
も
増
し
て
く
る
中
で
安

心
し
た
生
活
が
で
き
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。 

　
昨
年
６
月
に
奥
屋
内
小
学
校
も
廃
校
し
、
人
口
の

増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
地
域
の
将
来
の
展
望
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
っ

て
も
、元
気
な
人
が
多
く
、「
か
じ
や
村
の
若
衆
会
」と

い
う
組
織
を
つ
く
り
自
然
を
活
か
し
た
地
域
活
動（
茶

摘
体
験
な
ど
）に
取
り
組
ん
で
お
り
、地
域
を
大
事
に

し
、集
落
へ
の
愛
着
も
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
将
来
へ
の
道
筋
を
立
て
て
い
く
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
の

人
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
仕

組
み
づ
く
り
が
大
事
で
、

し
っ
か
り
地
域
の
人

た
ち
か
ら
話
を
聞
き
、

一
緒
に
考
え
、良
い
面

は
伸
ば
し
、マ
イ
ナ
ス

は
プ
ラ
ス
に
転
換
す

る
な
ど
、総
合
的
に
地

域
の
仕
組
み
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　先月号に引き続き、市内12地区に配置した地域づくり
支援職員が調査した各地区の歴史、人口・産業・社会生活
構造などの現状を報告します。 

（★はチーム長、カッコ内は所属） 

奥
屋
内
上

奥
屋
内
上 

奥
屋
内
上 

★
島
村
祐
一（
税
務
課
） 

　
森 

誠
樹（
支
所
産
業
建
設
課
） 

★
谷
口
忠
之（
支
所
総
務
課
） 

　
藤
本
啓
文（
支
所
総
務
課
） 

●問い合わせ先●　（本庁）企画広報課 秘書係　�（34）1111　内線2300・2301

中
組
中
組 

中
組 

　
中
家
地
地
区
は
、四
万
十
市
の
北
西
部
、愛
媛
県
と
の
県

境
に
位
置
す
る
、人
口
50
人
弱
の
小
さ
な
集
落
で
す
。大
部

分
は
山
林
で
、少
な
い
農
地
を
利
用
し
、水
稲
、イ
チ
ゴ
な

ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。寒
暖
の
差
が
激
し
く
、積
雪
な

ど
も
多
い
反
面
、
と
て
も
お
い
し
い
お
米
や
イ
チ
ゴ
が
採

れ
ま
す
。古
く
か
ら
県
境
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、生
活
圏
・

商
業
圏
な
ど
は
愛
媛
県
に
依
存
し
て
お
り
、
宇
和
島
市
や

鬼
北
町
へ
で
か
け
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。
地
区
で
は
老

人
ク
ラ
ブ
、ふ
れ
あ
い
談
話
室
、Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
意
識
は
高
く
、活
動
へ
の
参
加
者
は
多
い
よ
う
で
す
。 

　
人
口
の
５
割
弱
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
が
、
比

較
的
40
歳
〜
60
歳
代
の
人
が
多
い
た
め
、
現
在
地
区
内

で
の
行
事
な
ど
は
な
ん
と
か
こ
な
せ
て
い
る
状
態
で
す
。

し
か
し
、
次
世
代
を
担
う
若
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た

め
、
今
後
の
地
区
の
将
来
に
不
安
を
も
っ
て
い
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
。 

　
今
後
地
区
の
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
近
い
将
来
地

区
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
地
区
全
体
で

高
齢
者
等
を
支
援
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
や
他

地
区
と
の
共
同
の
強
化

な
ど
を
進
め
、
高
齢
者

等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

中
家
地

中
家
地 

中
家
地 

★
田
邊
秀
樹（
支
所
保
健
課
） 

　
室
津
康
志（
支
所
産
業
建
設
課
） 

奥屋内小学校 

　
中
組
地
区
の
位

置
は
、
西
土
佐
地
域

の
江
川
　
地
区
か

ら
北
部
へ
車
で
約

20
分
行
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。 

　
昭
和
50
年
代
前

半
ま
で
は
ほ
ぼ
全

戸
で
シ
イ
タ
ケ
と

養
蚕
を
主
産
業
と

し
て
お
り
、
そ
れ
以

降
は
園
芸
農
業
に

移
行
し
て
き
ま
し
た
。 

　
現
在
の
人
口
は
約
90
人
と
な
り
、高
齢
化
は
し
て
い

ま
す
が
、寝
た
き
り
の
人
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
！ 

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
、こ
の
地
区
で
は
お
年
寄
り
が

お
年
寄
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
70
歳
代
後
半
の
人
が

と
に
か
く
元
気
な
ん
で
す
。 

　
そ
の
世
代
の
方
々
が
元
気
に
園
芸
農
業（
夏
は
シ
シ

ト
ウ
、冬
は
ナ
バ
ナ
な
ど
）、そ
し
て
家
の
こ
と（
炊
事
・

洗
濯
・
孫
の
世
話
）を
や
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
お
か
げ

で
若
い
世
代（
40
〜
60
代
）は
外
で
働
き
に
出
ら
れ
る
、

と
言
う
人
も
い
ま
す
。 

　
柴
幸
夫
区
長
さ
ん
は
こ
う
語
る
。 

　「
今
、『
集
落
営
農
』が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

と
る
。
こ
の
活
動
を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

お
互
い
さ
ま
の
助
け
合
い
の
精
神
で
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
。 

　
市
の
地
域
集
落
再
生
事
業
で
、本
年
度
は
高
知
大
学

生
等
と
の
交
流
事
業
も
経
験
し
、中
組
に
と
っ
て
新
た

な
刺
激
を
受
け
た
１
年
間
で
し
た
。 

　
20
年
先
を
見
つ
め
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、自
分
た

ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
初
め
て
を
始
め
て
い
き
ま
す
。 山の上の大日さん 

いちごハウス 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

5

平
成
23
年
3
月
号 



　
平
成
22
年
12
月
の
全
国
の
完
全
失
業
者
数
は
２
９
８
万
人
、

率
に
し
て
４.

９
％
と
７
ヶ
月
連
続
の
減
少
と
な
り
回
復
基
調
と

な
っ
て
い
ま
す
が
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

　
高
知
県
内
で
も
約
１
万
５
千
人
の
方
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

職
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、半
数
ほ
ど
の
求
人
し
か
な
い

厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
市
の
最
重
点
課
題
は「
安
心
と
雇
用
」の
確
保
。 

　
地
域
振
興
、
産
業
振
興
の
視
点
か
ら
農
商
工
連
携
事
業
、
四

万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
る
働
く
場
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
ほ
か
、
国
、
県
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
た

緊
急
雇
用
、ふ
る
さ
と
雇
用
等
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
市
で
は
４
月
か
ら
の
機
構
再
編
に
よ
り
、
商
工
観
光
課
を
商

工
課
と
観
光
課
に
分
離
し
、商
工
課
に
は
商
工
・
雇
用
対
策
係
を

設
け
、雇
用
対
策
へ
の
取
り
組
み
体
制
を
強
化
し
ま
す
。 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
や
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡
多
サ

テ
ラ
イ
ト（
県
の
窓
口
）と
あ
わ
せ
、い
つ
で
も
ご
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
22
年
12
月
現
在
の
幡
多
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
は
０.

６
２
倍
と
、
昨
年
同
時
期
（
０.

４
８
倍
）
に
比
べ
て
回
復
が
見

ら
れ
、
高
知
県
内
平
均
の
０.

５
６
倍
を
０.

０
６
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
※
有
効
求
人
倍
率
と
は 

公
共
職
業
安
定
所
に
登
録
し
て
い
る
求
職
者（
有
効
求
職
者
数
）

に
対
す
る
企
業
か
ら
の
求
人
数（
有
効
求
人
数
）
の
割
合
。
１
９

９
１
年
の
１.

４
倍
を
ピ
ー
ク
に
、１
９
９
３
年
に
は
１
倍
を
割

り
、そ
の
後
低
迷
を
続
け
て
い
る
。 

　
市
で
は
、
失
業
者
の
不
安
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
次

の
雇
用
ま
で
の
短
期
雇
用
を
創
出
す
る「
緊
急
雇
用
創
出
臨
時

特
例
基
金
事
業
」を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
22
年
度
は
、
総
額
１
億
４
３
８
４
万
円
で
、
観
光
分
野

（
10
事
業
）、農
林
水
産
分
野（
８
事
業
）、情
報
通
信
分
野（
６
事

業
）、教
育
、文
化
分
野（
４
事
業
）、環
境
分
野（
３
事
業
）、介
護

分
野（
３
事
業
）な
ど
幅
広
い
分
野
で
39
事
業
を
実
施
し
、１
２

７
人
の
新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
に
か
か
る
県
内
市
町
村
の
事
業
計
画
ラ
ン
キ
ン

グ（
２
月
17
日
現
在
）で
は
、事
業
費
、事
業
数
、新
規
雇
用
人
数

と
も
２
位
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
失
業
者
等
を
雇
い
入
れ
て
継
続
的
な
雇
用
を
創

出
す
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
も
総
額
１
億

４
４
４
万
円
で
、
14
事
業
実
施
し
て
お
り
、
失
業
者
31
人
が
平

成
23
年
度
の
本
事
業
終
了
後
も
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
雇
用
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
振
興
や

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
す
の
で
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
募
集
に
つ
い
て
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、詳
細
に
つ
い
て
は
、市
商
工
観
光
課 

商
工
振
興

係（
�
３
４
―
１
７
８
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・
観
光
案
内
看
板
等
調
査
及
び
観
光
振
興
支
援
事
業（
２
人
） 

・
菜
の
花
ま
つ
り
会
場
拡
大
及
び
川
な
べ
会
場
整
備
事
業（
15
人
） 

・
観
光
戦
略
構
築
・
推
進
事
業（
１
人
） 

・
四
万
十
川
観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業:

勝
間
地
区
ほ
か（
６
人
） 

・
四
万
十
川
観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業:

佐
田
地
区
ほ
か（
５
人
） 

・
商
工
会
議
所
新
観
光
客
誘
客
事
業（
１
人
） 

・
四
万
十
川
の
幸
で
つ
く
る
料
理
研
究
事
業（
２
人
） 

・
四
万
十
市
が
生
ん
だ「
幸
徳
秋
水
・
樋
口
真
吉
」Ｐ
Ｒ
及
び 

観
光
誘
客
事
業（
１
人
） 

・
四
万
十
名
物
Ｂ
級
グ
ル
メ
普
及
推
進
事
業（
２
人
） 

・
中
心
市
街
地
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
作
成
事
業（
２
人
） 

・
中
山
間
地
域
農
産
物
集
出
荷
等
支
援
モ
デ
ル
事
業（
１
人
） 

・
有
機
農
産
物
流
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業（
１
人
） 

・
有
機
農
産
物
市
場
調
査
事
業（
１
人
） 

・
入
田
地
区
農
用
地
調
査
事
業（
４
人
） 

・
西
土
佐
地
域
園
芸
品
目
品
質
向
上
対
策
事
業（
４
人
） 

・
森
林
保
全
の
た
め
の
路
網
補
修
、伐
採
事
業（
３
人
） 

・
四
万
十
川
藻
類
研
究
事
業（
１
人
） 

・
地
域
栽
培
物
等
調
査
・
調
整
推
進
支
援
事
業（
２
人
） 

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業（
２
人
） 

・
商
工
業
調
査
及
び
商
工
業
情
報
発
信
事
業（
２
人
） 

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
発
信
事
業（
１
人
） 

・
家
屋
全
棟
調
査
事
業（
20
人
） 

・
市
有
財
産
台
帳
整
備
事
業（
２
人
） 

・
四
万
十
市
例
規
デ
ー
タ
整
理
事
業（
１
人
） 

・
学
校
支
援
員
配
置
事
業（
６
人
） 

・
市
立
図
書
館
資
料
移
動
整
理
事
業（
２
人
） 

・
市
立
図
書
館
蔵
書
目
録
整
備
事
業（
６
人
） 

・
学
校
図
書
館
支
援
員
配
置
事
業（
６
人
） 

・
剪
定
木
堆
肥
化
及
び 

不
法
投
棄
ご
み
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業（
２
人
） 

・
調
整
池
の
施
設
機
能
向
上
及
び
住
環
境
改
善
事
業（
３
人
） 

・
市
有
財
産
整
備
事
業（
３
人
） 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る 

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業（
１
人
） 

・
介
護
支
援
員
育
成
事
業:

在
宅（
５
人
） 

・
介
護
支
援
員
育
成
事
業:

施
設（
２
人
） 

・
中
心
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
の
構
築
と 情

報
発
信
事
業（
３
人
） 

・
食
育
広
場
販
売
機
能
の
充
実
・
拡
大
調
査
事
業（
２
人
） 

・
ま
ち
づ
く
り
支
援
員
育
成
事
業（
１
人
） 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
事
業（
１
人
） 

・
道
路
台
帳
整
備
事
業（
２
人
） 

幡
多
地
域
の
雇
用
情
勢
は･･･ 

緊
急
雇
用
と
ふ
る
さ
と
雇
用 

平
成
22
年
度
の
事
業
概
要
　
※（
　
）内
は
雇
用
者
数 

特
集
特
集 

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現 
特
集
特
集 

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現 

特
集 

雇
用
の
創
出
で
安
心
実
現 

■
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業 
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・
観
光
客
誘
致
促
進
事
業（
２
人
） 

・
ト
ン
ボ
自
然
公
園
・
四
万
十
川
学
遊
館
へ
の 

誘
致
促
進
事
業（
２
人
） 

・
四
万
十
川
と
地
域
資
源
を
利
用
し
た 

観
光
客
誘
致
促
進
事
業（
２
人
） 

・
地
域
活
性
化
ふ
る
さ
と
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
自
立
化
事
業（
１
人
） 

・
四
万
十
特
産
新
商
品
開
発
販
売
事
業（
２
人
） 

・
地
域
振
興
の
た
め
の
四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
・
食
と
地
域
文
化
の 

発
信
販
売
事
業（
２
人
） 

・
農
商
工
連
携
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
商
品
開
発
及
び 

産
地
化
促
進
事
業（
２
人
） 

・
四
万
十
栗
生
産
・
加
工
・
販
売
促
進
再
生
事
業（
１
人
） 

・
持
続
可
能
な
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
事
業（
４
人
） 

・
四
万
十
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
・
端
材
商
品
開
発
販
売
事
業（
４
人
） 

・
地
場
産
材
モ
デ
ル
住
宅
管
理
運
営
事
業（
１
人
） 

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
活
用
促
進
事
業（
２
人
） 

・
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業:

ぴ
ー
す（
３
人
） 

・
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
の
ち
の
郷（
３
人
） 

■
中
心
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
の
構
築
と
情
報
発
信
事
業 

○
雇
用
期
間
　
８
ヶ
月（
予
定
） 

　
商
店
街
全
体
ま
た
は
個
店
の
取
組
み
や
魅
力
を
広
く
消
費

者
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
８
月
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会
社
の
臨
時
職
員
と
し
て
３
名
の

方
が
働
い
て
い
ま
す
。 

　
主
な
業
務
と
し
て
、商
店
街
各
店
ご
と
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
や
お
得
情
報
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
３
月

下
旬
に
開
催
予
定
の
各
店
自
慢
の
逸
品
が
抽
選
で
当
た
る「
中

村
え
え
も
ん
巡
り
逸
品
フ
ェ
ア
」（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
商
店
街
に
買
い
物
に
来
た
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、

利
用
状
況
や
要
望
を
把
握
す
る
「
お
買
い
物
調
査
」
も
実
施
し

ま
し
た
。 

　
臨
時
職
員
の
１
人
は
、
こ

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
感

想
を
「
雇
用
さ
れ
る
ま
で
は

商
店
街
の
こ
と
を
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
店
の

皆
さ
ん
は
優
し
く
て
親
切
な

方
ば
か
り
。
こ
う
し
た
方
々

と
出
会
え
た
こ
と
が
財
産
で

す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

■
四
万
十
川
観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業 

○
雇
用
期
間
　
３
ヶ
月（
５
人
）、５
ヶ
月（
６
人
） 

　
四
万
十
川
ら
し
い
風
景
を
楽
し
め
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、

四
万
十
川
右
岸
側
の
市
道
沿
い
で
す
。
こ
の
市
道
は
、
地
区
住

民
の
生
活
道
路
と
し
て
、ま
た
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、樹
木
が
生
茂
り
道
路
幅
員
が
狭
く
、

日
中
も
薄
暗
い
こ
と
か
ら
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、市
内
土
木
会
社
２
社
の
臨
時
作
業
員
と
し
て
11

人
の
方
が
、
四
万
十
川
右
岸
の
市
道
（
入
田
か
ら
三
里
沈
下
橋

ま
で
と
川
登
大
橋
か
ら
勝
間
沈
下
橋
ま
で
の
２
箇
所
）の
樹
木

の
伐
採
と
路
面
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
事
業
に
よ
り
、
道
幅
が
広
が
り
、
明
る
く
通
行
し
や

す
い
道
路
と
な
り
、生
活
道
路
や
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
の
機
能

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

※
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、雇
用
の
創
出 

　
だ
け
で
な
く
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

商振連理事長の土居さんと 
事業打合せを行う新規雇用者３人 

施行前 

施行後 

若
者
の
た
め
の
就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡
多
サ
テ
ラ
イ
ト 

■
場
　
　
所
　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―
１
３ 

　
　
　
　
　
　（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
） 

■
オ
ー
プ
ン
　
火
・
木
・
土
　
11
時
〜
19
時 

　
　
　
　
　
　
※
年
末
年
始
は
休
み 

■
相
談
内
容
等 

　
□
就
職
相
談 

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
仕
事
に
関
す
る
専
門

的
な
相
談
員
）等
が
、求
職
者
、学
生
等
の
立
場
に
立
っ

て
、き
め
細
か
な
相
談
、対
応
を
い
た
し
ま
す
。 

　
□
そ
の
他
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー 

　
　
・
履
歴
書
の
添
削
指
導
、面
接
指
導 

　
　
・
職
業
適
性
検
査 

　
　
・
若
年
者
職
業
訓
練
等
の
ガ
イ
ド 

　
　
・
し
ご
と
体
験（
短
期
間
の
就
労
体
験
） 

　
　
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー（
合
同
企
業
面
接
会
を
含
む
） 

　
　
・
就
職
に
関
す
る
情
報
提
供 

　
　
・
高
校
な
ど
へ
の
出
張
相
談
等 

■
相
談
料
　
無
料 

■
そ
の
他
　
予
約
無
し
で
も
ご
相
談
は
で
き
ま
す
が
、場

　
　
　
　
　
合
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も

　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。事
前
に
予
約
さ
れ
る
こ
と
を
お

　
　
　
　
　
勧
め
し
ま
す
。 

■
連
絡
先 

　
　
�
（
３
４
）６
８
６
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）６
８
６
６ 

　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

t
t
p
:/
/
j
o
b
c
a
f
e
-k
o
c
h
i.j
p
/
 

■
設
置
者
　
高
知
県 

■
運
営
者
　
高
知
県
経
営
者
協
会 

●
問
い
合
わ
せ
先
● 

　（
市
）商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係 

�
（
３
４
）１
７
８
３ 

■
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業 

緊
急
雇
用
の
例 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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■
投
票
の
で
き
る
人 

１.

　
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
選
挙
時
登
録
の

基
準
日
は
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
平
成
22

年
12
月
31
日
ま
で
に
四
万
十
市
に
転
入
届
を
し
て
、

引
き
続
き
四
万
十
市
に
居
住
し
て
い
る
人
。な
お
、平

成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

届
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
市
町
村
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
旧
住

所
地
の
市
町
村
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

２.

　
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
が
誕
生
日
の
人
。 

 ■
市
内
転
居
者
の
投
票
所 

　
市
内
で
住
所
を
変
わ
り
、
平
成
23
年
３
月
24
日
以
降

に
転
居
届
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 ■
期
日
前（
不
在
者
）投
票 

１.

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は

４
月
２
日
か
ら
４
月
９
日
ま
で
毎
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
、市
庁
舎
１
階
会
議
室
１
０
１
お
よ

び
西
土
佐
総
合
支
所
１
階（
左
図
参
照
）で
投
票
で
き
ま

す
。こ
の
場
合
、宣
誓
書
に
申
し
立
て
が
真
正
で
あ
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
期
日
前
投
票
と
は･･･

投
票
当
日
の
投
票
所
の
よ
う

に
投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
投
函
で
き
る
投

票
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

２.

　
不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外
の
市

町
村
選
管
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、（
市
）

選
管
に
対
し
て
早
め
に
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
で

き
ま
す
が
、（
市
）
選
管
が
投
票
用
紙
な
ど
を
発
送
す

る
日
は
３
月
30
日
か
ら
で
す
。 

 

■
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
制
度 

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
度
５
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、
市
選
管
よ

り
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
人
は
郵
便
に
よ
る

在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
人
、
肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３

級
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
戦
傷
病
者
手

帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
肝

臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
で

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
選
管
に
届
け
出
た
代
理
記
載
人
に
よ
っ
て
代
理
投

票
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
郵
便
投
票
の
で
き
る
人
は
、投
票
日
の
４
日
前（
４
月

６
日
）ま
で
に
、郵
便
投
票
証
明
書
を
同
封
し（
市
）選
管

に
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ■
代
理
投
票 

　
身
体
の
故
障
な
ど
で
字
の
書
け
な
い
人
も
投
票
日
に

投
票
所
に
い
け
ば
、
代
理
記
載
の
補
助
者
に
よ
っ
て
投

票
が
で
き
ま
す
。 

 ■
入
場
券 

　
投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
期
日
前
投
票
所
、

当
日
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。入
場
券
を
紛
失

ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
、入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。 

 ■
問
い
合
わ
せ
先 

（
本
　
　
庁
） 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�
（
３
４
）１
７
８
４（
直
） 

（
総
合
支
所
） 

総
務
課 

　
　
　 

�
（
５
２
）１
１
１
１（
代
） 

高知県議会議院選挙投票日は４月10日（日）です 

※各投票所は市公式ホームページ 
　にて確認することができます。 

第３投票所（不破地区集会所） 

■ 

●  

投票所  

投票所案内用立看板  

場所についての問い合わせの多い投票所 

（
古
津
賀
地
区
集
会
所
） 

 
 
第
８
投
票
所
 

（
市
立
ま
な
び
の
館
） 

 
 
第
21
投
票
所
 

http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/senkyo/

ホーム 

重要なお知らせ 

４月10日執行高知県議会議院 
議員通常選挙投票所一覧 

市役所期日前投票所  

西土佐総合支所期日前投票所  

期日前投票所  

玄関  

住民課  

出納課  

窓口  

トイレ  

地域包括 
支援センター 

総
合
案
内 

正面玄関 

期日前投票所  

会議室101 税務課・福祉事務所 

会計課 

玄　関 

市民課・保健介護課 
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投票所および投票時間一覧表 

中
　
　
村 

東
山 

下
　
　
田 

八
　
束 

具
同 

中
筋 

蕨
岡 

大
　
川
　
筋 

後
　
川 
富
　
　
山 

西
　
　
　
土
　
　
　
佐 

東
中
筋 

地区別 投票区 区　　　　　　　　　　　域 投　　票　　所 投票時間 

午後7時まで 

午後7時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後6時まで 

午後5時まで 

大橋通１～７丁目、百笑町、山手通、弥生町、四万十町、羽生小路、東下町、栄町、 
天神橋、一条通１丁目、カツラ山団地、岩崎町、夕陽の見える丘団地 
右山、右山元町１～３丁目、駅前町、右山五月町、右山天神町、右山白藤園 
不破、角崎、不破上町、緑ヶ丘団地 
京町１～５丁目、一条通２～５丁目、東町１～３丁目、新町１～５丁目、於東町 
小姓町、上小姓町、丸の内、桜町、愛宕町、本町１～５丁目、丸の内ハイランド、 
大用寺 
安並、佐岡、秋田、麻生、安並団地、秋森、佐岡団地 
沢、橋の内、古津賀第１団地、同第２団地、雅ヶ丘団地 
古津賀、古津賀１～４丁目 
井沢、井沢団地 
竹　島 
双　海 
平　野 
鍋島、馬越 
松ノ山、下田上、下田下、串江 
水戸東、水戸西 
名　鹿 
間崎、津蔵渕、初崎 
実崎、深木 
坂本、山路上、山路下 
入田上、入田下 
出来島、田黒、具同田黒１～３丁目、渡川１～３丁目、渡川、渡川病院、赤松町 
中組、西組、馬越、自由ヶ丘、相ノ沢団地 
森沢 
荒川、楠島、国見、間 
江ノ村、西ノ谷 
上ノ土居、磯ノ川、生ノ川 
有岡、九樹、有岡団地 
横　瀬 
手洗川 
田出ノ川、高瀬、楠、川登 
鵜ノ江 
勝　間 
勝間川 
久保川 
三　里 
佐　田 
利岡、岩田、若藤（出合を除く） 
板ノ川、口鴨川、若藤分出合 
中鴨川、奥鴨川 
田野川乙、敷地 
田野川甲 
藤、上分、下分、内川、ふるさとホーム 
伊才原 
下古尾 
竹屋敷 
上古尾 
大西ノ川 
大用、小西ノ川 
住次郎 
片魚 
常六、大屋敷 
三ッ又 
黒尊 
奥屋内上 
奥屋内下 
玖木 
口屋内 
中半 
岩間、茅生 
藤ノ川 
橘 
津野川 
津賀 
薮ケ市、須　� 
大宮下 
大宮中 
大宮上 
下家地、中家地 
方の川、西ケ方 
下方 
宮地、奈路、館 
用井 
長生 
奥半家 
中半家、本村半家、本村 
中組 
押谷、権谷 
 

第１ 

第２ 
第３ 
第４ 

第５ 

第６ 
第７ 
第８ 
第９ 
第10 
第11 
第12 
第13 
第14 
第15 
第16 
第17 
第18 
第19 
第20 
第21 
第22 
第23 
第24 
第25 
第26 
第27 
第28 
第29 
第30 
第31 
第32 
第33 
第34 
第35 
第36 
第37 
第38 
第39 
第40 
第41 
第42 
第43 
第44 
第45 
第46 
第47 
第48 
第49 
第50 
第51 
第52 
第53  
第54  
第55 
第56 
第57 
第58 
第59 
第60 
第61 
第62 
第63 
第64 
第65 
第66 
第67 
第68 
第69 
第70 
第71 
第72 
第73 
第74 
第75 
第76 
第77 
 

四万十市役所 

市立中央公民館 
不破地区集会所 
四万十市多目的デイケアセンター 

市立文化センター 

市立東山保育所 
古津賀第２団地集会所 
古津賀地区集会所 
井沢団地集会所 
竹島地区集会所 
双海地区集会所 
平野地区集会所 
四万十川下流交流センター 
下田地区集会所 
水戸公民館 
名鹿地区集会所 
間崎多目的集会施設 
実崎地区集会所 
山路多目的集会所 
入田地区集会所 
市立まなびの館 
具同地区集会所 
森沢集会所 
市立東中筋保育所 
江ノ村地区集会所 
磯ノ川地区集会所 
有岡消防屯所 
横瀬地区集会所 
手洗川地区集会所 
市立公民館大川筋分館 
鵜ノ江地区集会所 
市立勝間小学校 
勝間川地区集会所 
久保川地区集会所 
三里地区集会所 
佐田地区集会所 
市立利岡保育所 
板ノ川地区集会所 
市立公民館鴨川分館 
田野川乙集会所 
田野川甲構造改善センター 
蕨岡生活改善センター 
市立公民館伊才原分館 
西富山活性化センター 
竹屋敷公会堂 
上古尾地区集会所 
大西ノ川地区集会所 
富山地区集会所 
住次郎地区集会所 
市立片魚小学校 
市立常六小学校 
三ッ又地区集会所 
黒尊森林事務所休憩所 
奥屋内上公会堂 
奥屋内下集会所 
市立公民館玖木分館 
口屋内公民館 
中半集会所 
岩間農林産物集出荷所 
藤ノ川農林漁家活動促進施設 
橘集会所 
津野川集会所 
津賀集会所 
須　集会所 
大宮下集会所 
大宮生活改善センター 
大宮上集会所 
下家地集会所 
市立西ケ方小学校 
下方集会所 
西土佐総合支所 
用井集会所 
長生集会所 
半家集会所 
市立本村小学校 
江川流域交流センター 
権谷せせらぎ交流館 
 

投票開始は、 
午前７時から 
市内全投票所で 

午後7時まで 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 
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秋水秋水100100年 秋水100年 
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幸
徳
秋
水

幸
徳
秋
水 

　
　
墓
前
祭

　
　
墓
前
祭 
幸
徳
秋
水 

　
　
墓
前
祭 

　
１
月
24
日
（
月
）
、
幸
徳
秋
水
の
墓
前
祭

が
正
福
寺
墓
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、百
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

県
外
か
ら
の
参
列
者
も
多
く（
19
都
道
府
県
）、

秋
水
を
慕
っ
て
、集
ま
っ
た
約
２
５
０
人
が
、

花
を
手
向
け
、
秋
水
の
遺
徳
を
し
の
び
ま

し
た
。 

　
式
典
で
は
記
念
事
業
実
行
委
員
長
で
あ

る
田
中
市
長
が
追
悼
文
（
２
月
号
に
掲
載
）

を
読
み
上
げ
た
後
、
参
列
者
が
次
々
と
献

花
を
行
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
笠

木
透
さ
ん
を
中
心
と
し
た
「
雑
花
塾
」
の
メ

ン
バ
ー
が
、秋
水
の
無
罪
を
訴
え
る
自
作
の

歌
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
墓
前
に
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

　
国
が
間
違
い
を
犯
し
た
と
「
世
界
中
の

街
角
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

繰
り
返
す
と
、
参
列
者
か
ら
歌
に
あ
わ
せ

て
手
拍
子
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
市
役
所
に
会
場
を
移
し
て
開

か
れ
た
交
流
会
で
は
、
秋
水
の
兄
、
駒
太
郎

（
養
子
）の
ひ
孫
に
あ
た
る
幸
徳
正
夫
さ
ん

の
「
す
べ
て
の
縁
に
生
か
さ
れ
て
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
出
会
い
や
人
と
の
つ

な
が
り
や
縁
の
大
切
さ
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
各
地

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
秋
水
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ

の
志
し
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
百
年
の
課
題
で
あ
る
と
い
っ
た
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

追悼文を読み上げる田中市長 

幸徳正夫さん 

北辰旅団「大逆百年ノ孤独」（前夜祭） 交流会 

　
ま
た
、前
日
の
23
日（
日
）に
は
、市
立
中

央
公
民
館
で
前
夜
祭
と
し
て
、
山
泉
進
明

治
大
学
副
学
長
の
記
念
講
演
や
北
辰
旅
団

の
演
劇
「
大
逆
百
年
ノ
孤
独
」
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
３
０
０
人
近
い
人
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
、大
盛
況
で
し
た
。 

　
山
泉
先
生
の
講
演
に
つ
い
て
は
、次
の
ペ
ー

ジ
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

和歌山県新宮市からの参列者 福岡県からの参列者 北辰旅団劇団員 
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本
日
は
、
全
国
か
ら
大
逆
事
件
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
が
お
見
え
で
す
。
や
っ
ぱ
り

大
逆
事
件
と
云
い
ま
す
と
、
秋
水
が
首
謀

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
あ
の
時

点
で
の
日
本
の
改
革
運
動
の
中
心
に
い
た

秋
水
を
政
府
が
殺
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
一
応
、裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
裁
判
と
し
て
は
滅
茶
苦

茶
な
裁
判
で
あ
り
ま
し
て
、
秋
水
は

1
9
1
0
年
6
月
1
日
に
つ
か
ま
っ
て
い

る

の

で

す

が

、
処

刑

さ

れ

る

の

が

1
9
1
1
年
1
月
24
日
で
す
の
で
、
わ
ず

か
7
か
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
間
、実

際
の
公
判
と
な
る
審
議
は
わ
ず
か
16
日
、

証
人
は
一
人
も
呼
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。
冤

罪
事
件
で
で
っ
ち
上
げ
と
い
う
の
は
、
そ

の
通
り
な
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
れ

は
政
治
的
な
虐
殺
な
の
で
す
。
明
ら
か
な

思
想
弾
圧
な
の
で
す
が
、
そ
の
当
時
は
思

想
そ
の
も
の
を
取
り
締
ま
る
「
治
安
維
持

法
」
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

大
逆
罪
や
不
敬
罪
と
い
っ
た
刑
事
事
件
に

さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
戦
後
、
こ
の
二
つ
の
罪
は
刑
法
か
ら
除

か
れ
ま
す
が
、
大
逆
事
件
に
関
し
て
も
熱

心
に
研
究
が
行
わ
れ
ま
す
。糸
屋
寿
雄
さ
ん
、

神
崎
清
さ
ん
、
塩
田
庄
兵
衛
さ
ん
な
ど
が

優
れ
た
研
究
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
6
0
年
に
は
、
後
に
高
知
市
長
に
な

ら
れ
た
坂
本
昭
さ
ん
を
事
務
局
長
と
し
て

「
大
逆
事
件
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
会
」

が
結
成
さ
れ
、
1
9
6
1
年
に
中
村
に
お

ら
れ
た
坂
本
清
馬
さ
ん
と
森
近
運
平
の
遺
 

族
が
無
実
を
訴
え
て
再
審
請
求
の
裁
判
を

起
こ
し
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ

の
裁
判
は
棄
却
と
な
り
ま
し
た
の
で
、法
律
 

                    上
、
秋
水
た
ち
は
有
罪
の
ま
ま
で
す
。
有
罪

か
無
罪
か
と
い
う
の
は
重
要
な
こ
と
で
は

あ
る
の
で
す
が
、
た
だ
、
私
は
よ
く
引
き
合

い
に
出
す
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
刑
死

し
た
吉
田
松
陰
が
有
罪
か
無
罪
か
を
問
い

か
け
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
松
陰
の
場
合
は
、
渡
航
禁
止
の
時
代

に
渡
航
を
企
て
た
の
で
す
か
ら
、
明
ら
か

に
有
罪
で
す
。
し
か
し
、
現
代
の
人
々
は
犯

罪
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
松
陰
を
嫌
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
松
陰
の
偉
大
さ
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。 

　
裁
判
の
棄
却
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
運

動
は
、
市
民
的
な
復
権
に
重
き
を
お
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
幸
徳
秋
水
全
集
が
出
版

さ
れ
、
多
く
の
評
伝
が
出
さ
れ
ま
す
。
90
年

代
に
は
、
事
件
に
連
座
し
た
３
人
の
仏
教

徒
の
復
権
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

2
0
0
0
年
、
中
村
市
議
会
に
お
い
て
、
ま

た
2
0
0
1
年
、
新
宮
市
議
会
に
お
い
て

関
係
者
の
名
誉
回
復
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
流
れ
の
う
え
に
、
今
日
の
市
長
が
実

行
委
員
長
を
務
め
る
記
念
事
業
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
百
年
と
い
う
こ
と
を
想
う
時
、
大
逆
事

件
の
問
題
は
、
事
件
に
関
わ
っ
た
可
哀
想

な
人
々
の
名
誉
回
復
を
図
る
と
い
う
の
面

も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
本
質
的
に
、
す
ぐ

れ
た
自
由
思
想
を
も
っ
た
人
々
を
政
治
権

力
が
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
現
代

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
の
で
、
人
権

感
覚
を
ど
う
持
つ
か
と
い
う
こ
と
が
大
切

な
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
気
の
毒

な
人
々
と
彼
ら
を
見
る
の
で
は
な
く
て
、我
々

自
身
が
、
弾
圧
に
立
ち
向
か
っ
た
彼
ら
の

勇
気
を
も
ら
っ
て
、
こ
の
百
年
後
の
現
代

に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。 

※
　
国
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た 

　
　
幸
徳
秋
水
さ
ん
　
あ
な
た
は
無
罪
で
す 

　
　
２
０
１
１
年
１
月
24
日
　
日
本
国 

　
　
世
界
中
の
街
角
に 

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
ほ
し
い 

 

１
　
あ
な
た
は
天
皇
制
に
　
反
対
し
た 

　
　
国
の
主
人
公
は
　
人
民
な
ん
だ
か
ら
と 

　
　
共
和
国
を
　
夢
見
て
い
た 

　
　
あ
な
た
は
日
露
戦
争
に
　
反
対
し
た 

　
　
自
国
の
た
め
に
　
他
国
を
お
か
す 

　
　
そ
れ
が
愛
国
心
な
の
か 

 

２
　
あ
な
た
は
足
尾
銅
山
に
　
反
対
し
た 

　
　
鉱
害
に
反
対
す
る
　
田
中
正
造
の
た
め
に 

　
　
直
訴
状
を
　
代
筆
し
た 

　
　
あ
な
た
は
日
韓
併
合
に
　
反
対
し
た 

　
　
生
を
す
て
義
を
と
る
　
安
重
根
の
写
真
に 

　
　
漢
詩
を
さ
さ
げ
た 

 

３
　
あ
な
た
は
遺
言
に
　
こ
う
書
い
た 

　
　
１
０
０
年
後
の
誰
か
　
あ
る
い
は 

　
　
私
に
代
わ
っ
て
　
言
う
か
も
知
れ
な
い 

　
　
あ
な
た
は
天
皇
暗
殺
を
　
く
わ
だ
て
た
と 

　
　
無
実
な
の
に
処
刑
　
私
た
ち
は
発
言
す
る 

　
　
あ
な
た
は
無
罪
だ
っ
た
と 

 

※
　（
く
り
か
え
し
） 

ポ
ス
タ
ー
 
詞:

笠
木
　
透 

曲:

佐
藤
正
剛 

「
刑
死
百
年
に
思
う
こ
と
」 

　
明
治
大
学
副
学
長
　
山
泉
 進
 

1
月
24
日
 市
立
中
央
公
民
館
 

幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
 

　
　
　
記
念
講
演（
要
旨
） 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

�
�
�
�
�
�
�
（
３
４
）７
３
１
１ 

笠木透と雑花塾 



畜
産
た
い
肥
の
購
入
経
費
の
1
/
3
補
助
 

た
い
肥
散
布
委
託
経
費
の
1
/
2
補
助
 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
開
か
れ
る

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
開
か
れ
る
 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
開
か
れ
る

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
開
か
れ
る
 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
開
か
れ
る
 

　
市
で
は
、有
機
農
業
や
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
に
取
り
組
む
方
を
応
援
し
て
い
く
た
め
、次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 【
た
い
肥
を
使
っ
て
土
づ
く
り
！
】 

 

「
有
機
農
業
等
総
合
支
援
事
業
」 

　
市
内
で
生
産
・
販
売
さ
れ
た
た
い
肥
を
購
入

ま
た
は
散
布
す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。 

   【
学
校
給
食
の
食
材
を あ

な
た
の
家
庭
に
も
】 

 

「
有
機
農
産
物
流
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」 

　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
育
て
ら
れ
た
新
鮮

な
市
内
産
の
野
菜
を
自
宅
や
職
場
な
ど
へ
届

け
る
こ
と
で
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心
・
安

全
な
有
機
農
産
物
の
よ
り
一
層
の
普
及
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
が
委
託
し
た
「
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
の
た
め
の
研
究
会
」が
お

届
け
す
る
野
菜
は
学
校
給
食
に
も
使
わ
れ
て

お
り
、地
産
地
消
を
基
本
と
し
た
市
内
有
機
農

産
物
の
一
層
の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
● 

（
市
）農
林
課 

農
業
振
興
係
　
�
（
3
4
）1
1
1
7

　
1
月
30
日
（
日
）
、
市
立
中
央

公
民
館
で
「
第
8
回 

環
境
に

や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
市
内
で
の
有

機
農
業
の
普
及
を
め
ざ
し
、

生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流

の
場
と
し
て
平
成
16
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

中
村
地
域
の
学
校
給
食
へ
無

農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
食
材
を
供
給
し
て
い
る
「
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
た
め
の
研
究
会
」
と
市
の
共
催
で
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
大
会
で
は
、
同
研
究
会
よ
り
今
後
の
活
動
計
画

に
つ
い
て
の
発
表
を
し
た
あ
と
、
四
万
十
川
流
域
で
有
機

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
2
名
と
県
内
の
有
機
農

家
よ
り
取
り
寄
せ
た
野
菜
を
利
用
し
て
い
る
高
知
市
内
の

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
梼
原
町
「
ゆ
う
き
の
里 

ゆ

す
は
ら
」
代
表
の
下
元
秀
俊
さ

ん
は
、
有
機
農
業
を
実
践
さ
れ

る
傍
ら
地
域
振
興
に
も
力
を

入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
を
、
写

真
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
四
万
十
町
で
自
然
農
法
に

よ
る
農
産
物
の
生
産
に
取
り

組
む
桐
島
正
一
さ
ん
は
鶏
ふ

ん
を
使
っ
た
独
自
の
農
法
を
確
立
し
、ジ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ロ
ッ

プ
な
ど
の
商
品
開
発
を
行
う
ほ
か
、
月
刊
誌
「
現
代
農
業
」

に
連
載
を
持
つ
な
ど
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
生

産
、
加
工
、
販
売
と
い
っ
た
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
の
あ
り

方
の
一
つ
で
あ
る
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
の
実
践
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

　
高
知
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
（
高
知
市
）
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
「
エ
ズ
」
は
有
機
で
育
て
ら
れ
た
農
産
物
を
レ
ス
ト
ラ

ン
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
実
際
に
畑
へ
足
を
運
び
、
い
い
も
の

だ
け
を
お
客
さ
ま
へ
届
け
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、

高
知
県
内
に
お
け
る
地
産
地
消
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ

の
「
エ
ズ
」
の
店
長
兼
シ
ェ
フ
で
あ
る
吉
川
周
佐
さ
ん
は
生

産
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
畑
か
ら
の
声
を
消
費
者
へ
届

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
「
食
」
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
講
演
終
了
後
の
参
加
者
か
ら
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、
会

場
が
笑
い
に
包
ま
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大

会
最
後
に
は
、
吉
川
シ
ェ
フ
に
よ
る
同
研
究
会
の
野
菜
を

使
用
し
た
欧
風
料
理
の
試
食

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
農
業
を
通
じ

た
人
間
再
生
の
物
語
を
描
い

た
映
画
の
上
映
会
も
行
わ
れ
、

大
会
を
通
じ
て
多
く
の
方
々

に
有
機
農
業
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
っ

た
1
日
で
し
た
。 

有
機
農
業
等
に
取
り
組
む
方
を 

支
援
し
ま
す 

12

平
成
23
年
3
月
号 



1
月
16
日
〜
2
月
15
日 

１
月
18
日
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
連
絡
会
 

　
　
19
日
　
地
域
づ
く
り
支
援
本
部
会
議
 

　
　
20
日
　
高
知
大
学
連
携
事
業
ア
ユ
報
告
会
 

　
　
22
日
　
消
防
団
新
年
会
 

　
　
23
日
　
幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
講
演
会
、演
劇
 

　
　
24
日
　
同
墓
前
祭
、交
流
会
 

　
　
25
日
　
清
掃
業
者
要
望
受
 

　
　
　
　
　
利
岡
地
区
要
望
受
 

　
　
26
日
　
西
土
佐
地
域
区
長
会
 

　
　
　
　
　
23
年
度
予
算
市
長
査
定（
〜
２
月
２
日
） 

　
　
28
日
　
八
束
区
長
会
 

　
　
29
日
　
山
崎
栄
恵
氏
叙
勲
祝
賀
会
 

　
　
30
日
　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
交
流
大
会
 

　
　
　
　
　
下
田
水
戸
地
区
懇
談
会
 

２
月
３
日
　
県
市
長
会
特
別
交
付
税
要
望
 

　
　
４
日
　
横
瀬
川
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
 

　
　
５
日
　
県
国
保
地
域
医
療
学
会
 

　
　
６
日
　
福
祉
健
康
ま
つ
り
 

　
　
　
　
　
四
万
十
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
英
語
弁
論
大
会
 

　
　
　
　
　
高
知
県
西
南
地
域
海
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
 

　
　
　
　
　
創
出
協
議
会
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

　
　
７
日
　
下
田
水
戸
地
区
要
望
受
 

　
　
　
　
　
県
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
 

　
　
８
日
　
磯
ノ
川
地
区
要
望
受
 

　
　
９
日
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

　
　
　
　
　
四
万
十
川
高
知
・
愛
媛
連
携
協
議
会
 

　
　
　
　
　
防
災
講
演
会
 

　
　
10
日
　
中
村
地
域
区
長
会
総
会
 

　
　
13
日
　
市
武
道
祭
 

　
　
14
日
　
富
山
区
長
会
要
望
受
 

　
　
　
　
　
平
野
地
区
要
望
受
 

　
　
15
日
　
高
知
農
政
事
務
所
戸
別
所
得
補
償
制
度
 

　
　
　
　
　
協
議
 

　
　
　
　
　
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
 

　
　
　
　
　
く
ろ
し
お
鉄
道
運
営
協
議
会
 

　
抜
群
の
品
質
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
有
効
に
活

用
し
、地
域
振
興
を
進
め
よ
う
。 

　
四
万
十
市
、三
原
村
、四
万
十
町
、中
土
佐
町

の
４
市
町
村
が
連
携
し
て
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
。 

　
２
月
28
日
、協
定
書
へ
の
調
印
式
を
本
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。　 

　
高
知
県
は
ヒ
ノ
キ
の
蓄
積
量
が
日
本
一
。

四
万
十
川
流
域
が
最
大
の
産
地
で
、
本
市
が

一
位
。
つ
ま
り
本
市
は
日
本
一
の
ヒ
ノ
キ
の

産
地
で
す
。 

　
高
知
県
の
ヒ
ノ
キ
は
、
幡
多
ヒ
ノ
キ
、
高
幡

ヒ
ノ
キ
、
土
佐
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
呼
び

方
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、独
特
の
美
し
い
赤
身

と
脂
分
、香
り
が
あ
り
、抗
菌
・
防
虫
効
果
に
優

れ
た
高
級
材
が
産
出
さ
れ
る
の
は
、幡
多
郡
か

ら
高
岡
郡
に
か
け
て
の
四
万
十
川
流
域
で
す
。

流
域
で
と
れ
る
ヒ
ノ
キ
を
今
後
は「
四
万
十
ヒ

ノ
キ
」と
い
う
統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
売
り
出
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
呼
び
か
け
た
の
は
四
万
十
市
で
す
。本
市
で

は
、
こ
の
間
、
林
業
振
興
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
広
大
な
市
有
林
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
作

業
道
を
開
設
し
な
が
ら
間
伐
材
を
搬
出（
収
入

間
伐
）
す
る
こ
と
で
、
森
林
整
備
を
行
い
な
が

ら
、
林
業
事
業
体
（
建
設
会
社
な
ど
）
を
育
成
。

中
山
間
地
の
雇
用
確
保
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
「
森
の
工
場
」
は

す
で
に
10
団
地
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、ヒ
ノ
キ
の
流
通
を
川
上
か
ら
川
下

ま
で
確
立
す
る
た
め
に
、
森
林
組
合
、
木
材
市

場
、
製
材
業
者
、
建
築
業
者
な
ど
で
四
万
十
市

地
場
産
木
材
住
宅
建
築
推
進
協
議
会
を
結
成
。

四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ
デ

ル
住
宅
を
大
川
筋
地
区（
田
出
ノ
川
）に
建
築
、

今
月
29
日
に
落
成
し
ま
す
。 

             

　
問
題
は
、い
ま
の
ヒ
ノ
キ
の
市
場
価
格
が
ピ

ー
ク
時
の
五
分
の
一
の
１
万
２
,
３
千
円
（
１

立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
）に
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
。 

　
４
市
町
村
で
は
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
、
県
林
業
事
務
所
（
幡
多
、
須
崎
）
や
四
万

十
森
林
管
理
署（
旧
営
林
署
）、流
域
の
７
つ
の

森
林
組
合
な
ど
を
も
巻
き
込
ん
で
、７
月
を
め

ど
に
四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
公
共
施
設
の
木
造
・
木
質
化

な
ど
、
ヒ
ノ
キ
の
有
効
活
用
、
産
地
認
証
制
度

の
構
築
、流
通
と
供
給
体
制
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
せ
っ
か
く
の
高
級
材
で
あ
っ
て
も
、こ
れ
ら

が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
、市
場
で
通
用
を
し
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
に
も
４
市
町
村
と
関
係
機
関

の
連
携
が
必
要
な
の
で
す
。 

　
本
市
で
は
、今
後
は
学
校
な
ど
の
公
共
建
物

に
は
積
極
的
に
地
場
産
材
を
使
用
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
も
そ
の
利
用
を
働
き
か

け
て
い
く
た
め
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
四
万

十
市
産
材
利
用
促
進
補
助
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
予
定
で
あ
り
、３
月
市
議
会
に
関
係
条

例
と
予
算
を
上
程
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
内
容
は
、
地
場
産
材
を
使
用
し
て
住

宅
を
新
築
（
ま
た
は
増
築
、
改
築
）
す
る
場
合
、

市
が
建
築
費
の
一
部
を
補
助
す
る
と
い
う

も
の
。
条
件
は
、
地
元
建
築
業
者
（
市
内
に
本

店
を
置
く
）
を
使
う
こ
と
の
ほ
か
、
一
定
の

面
積
、
地
場
産
材
使
用
比
率
が
必
要
な
こ
と

な
ど
。 

　
い
ま
仕
事
が
少
な
い
中
、地
元
の
材
を
使
い
、

地
元
の
大
工
さ
ん
に
家
を
建
て
て
も
ら
う
こ

と
は
大
き
な
雇
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。お
金
が

地
元
で
回
り
ま
す
。 

　
多
く
の
問
い
合
わ
せ
、申
し
込
み
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、市
役
所
で
は
４
月
か
ら
農

林
課
か
ら
林
業
課
を
独
立
さ
せ
、受
け
入
れ
体

制
を
強
化
し
ま
す
。 

　
平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
最
重
点

目
標
は「
安
心
と
雇
用
」の
確
保
。 

　
地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
で
。 

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
優
先
で
臨
み
ま
す
。 

四
万
十
ヒ
ノ
キ 

日 

誌 
市
長
談
話
室

市
長
談
話
室 
市
長
談
話
室 

四万十ヒノキのモデルハウス（田出ノ川） 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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2
6 日 

2
6 日 

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　
対
抗
駅
伝
大
会 

　
2
月
6
日（
日
）、第
21
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
抗
駅
伝
大
会
が
後
川
堤
防
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
協
議
会
が

主
催
し
、各
団
体
で
行
う
種
目
で
な
い
種
目
を
行
う
異
種

目
交
流
を
行
い
、特
定
の
種
目
に
限
定
さ
れ
な
い
し
な
や

か
な
心
と
体
を
作
り
、友
達
の
和
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
3
団
体
か
ら
10
チ
ー
ム
60
人

が
参
加
し
、後
川
堤
防
を
2
周
す
る
コ
ー
ス
で
競
い
合
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、暖
か
く
風
の
な
い
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
、
選
手
6
人
が
1
本
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
保
護
者
の
応
援
を
受
け
て
全
員
が
見
事
に
完

走
し
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
は
、東
山
ボ
ー
イ
ズ
Ａ
と
中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
Ａ
が
区
間
賞
を
3
つ
ず
つ
取
り
合
う
接
戦
と
な
り
、東

山
ボ
ー
イ
ズ
Ａ
が
大
会
新
記
録
で
見
事
に
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
区
で
第
18
回
大
会
の
記
録
を
破
る
区
間
新

記
録
も
出
ま
し
た
。 

ふ
く
し
健
康
ま
つ
り 

　
２
月
６
日（
日
）、中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

第
４
回
四
万
十
市
ふ
く
し
健
康
ま
つ
り
が

5
0
0
人
を
超
え
る
参
加
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
曇
り
空
で
し
た
が
こ
の
時
期
に

し
て
は
比
較
的
過
ご
し
や
す
く
、
朝
早
く
か

ら
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
に

続
い
て
西
土
佐
穂
太
鼓
の
演
奏
、
高
知
鏡
川

病
院
長
の
幡
手
静
幸
先
生
に
よ
る
「
認
知
症

の
正
し
い
理
解
」
と
題
し
た
認
知
症
へ
の
理

解
と
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
人
と

の
交
流
や
対
話
と
笑
い
の
大
切
さ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
午
後
に
は
、
具
同
保
育
園
児
に
よ
る
踊
り

や
市
立
中
村
中
学
校
音
楽
部
の
演
奏
、
そ
し

て
間
六
口
さ
ん
に
よ
る
「
笑
い
は
健
康
の
万

能
薬
」
の
漫
談
で
は
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

笑
い
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、駐
車
場
で

は
う
ど
ん
な
ど
の
模
擬
店
が
開
か
れ
た
ほ
か
、

骨
密
度
や
脳
年
齢
な
ど
の
測
定
コ
ー
ナ
ー
に

は
長
い
行
列
が
で
き
希
望
さ
れ
る
人
全
員
が

受
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

2
20日 

と
み
や
ま
梅
の
里
ま
つ
り 

　
富
山
集
会
所
で
第
３
回
と
み
や
ま
梅
の
里
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
田
舎
体
験
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、物
産
販
売

や
花
と
り
踊
り
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
約
３
０
０
人
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
田
舎
体
験
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、募
集
前
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
ほ
ど
の
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
の
も
と
、
約

３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
２
時
間
程
度
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

途
中
に
設
け
ら
れ
た
接
待
所
で
シ
ソ
の
お
茶
や
梅
干
し

の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、
中
間
地
点
の
「
こ
ん
ま
い
花
見
会

場
」
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
手
作
り
和
菓
子
や
純
米
吟
醸

と
み
や
ま
の
お
酒
を
片
手
に
花
見
が
楽
し
め
ま
す
。あ
い

に
く
梅
の
花
は
寒
い
日
が
続
い
た
せ
い
か
ま
だ
つ
ぼ
み

が
多
か
っ
た
で
す
が
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
カ
メ
ラ
を
片

手
に
思
い
思
い
に
の
ん
び
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。コ

ー
ス
終
盤
で
は
と
み
や
ま
の
美
味
い
米
で
に
ぎ
っ
た
お

に
ぎ
り
や
シ
シ
の
串
焼
き
が
あ
り
、あ
ま
り
の
美
味
し
さ

に
お
か
わ
り
を
願
い
出
る
人
も
。最
後
に
後
川
唯
一
の
沈

下
橋
を
渡
り
ゴ
ー
ル
の
集
会
所
へ
向
い
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
の
終
盤
で
は
、地
元
の
イ
ケ
メ
ン
に
よ
る
花
と

り
踊
り
の
披
露
や
山

里
な
ら
で
は
の
賞
品

が
も
ら
え
る
は
ず
れ

な
し
の
抽
選
会
、
盛

大
な
も
ち
投
げ
で
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
お
帰
り
の
際
に
は

地
元
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
が
総
出
で
お
見
送

り
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
満
足
そ
う
に

会
場
を
後
に
し
て
い

き
ま
し
た
。 

【成績】 
　■優　勝　東山ボーイズＡ 
　　　　　　24分43秒（大会新記録） 
　■準優勝　中村スポーツ少年団Ａ 
　■第３位　東山ボーイズＢ 

【区間新記録】 
　　１区　　4分6秒 
　　　　　　中村スポーツ少年団Ａ　中屋 友那 

施設・設備 

梅苗木 

脚立 

果樹鋸 

刈払鋏 

剪定鋏 

コミュニティ看板 

数量 

1,000 

10 

20 

10 

10 

6

　このたび、大用地区では、財団法人自治総合センターから宝
くじ助成事業の採択を受け、梅の苗木・管理用具などの整備を
行いました。今回整備された内容は別表のとおりです。 
　今後は、大用地区および近隣地区と合同でのコミュニティ活
動などに有意義に利用させていただきます。 

● 問い合わせ先 ● 
（本庁）農林課 農業振興係　�（34）1117

平成23年度    コミュニティュニティ助成事業助成事業（宝くじ助成事業）（宝くじ助成事業） 平成23年度    コミュニティュニティ助成事業助成事業（宝くじ助成事業）（宝くじ助成事業） 平成23年度  コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業） 
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市教委だより 

中筋中学校 

仲
間
作
り 

縄
跳
び
集
会 

親
子
で
楽
し
む
 

　
　
　
お
や
つ
講
座
 

西土佐 
保健センター 

116（土） 

128（金） 

129（土） 

下田小学校 　
い
ろ
い
ろ
な
縄
跳
び
を
楽
し
む
こ
と
と
、
異

学
年
や
縦
割
り
班
で
活
動
す
る
こ
と
で
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
月
28
日
に
全
校
児

童
で
縄
跳
び
集
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
競
技
内
容
は
、
１
分
間
跳
び
、
持
久
跳
び
、
グ

ル
ー
プ
跳
び
、縦
割
り
班
で
の
大
縄
跳
び
な
ど
で
、

縄
跳
び
が
得
意
な
児
童
は
、
は
や
ぶ
さ
跳
び
や

後
ろ
二
重
跳
び
な
ど
の
模
範
演
技
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に

練
習
を
し
て
き
た
児
童
も
多
く
、
６
年
生
の
班

長
が
下
級
生
に
声
を
か
け
て
大
縄
跳
び
の
練
習

を
す
る
姿
も
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
新
記
録
も

た
く
さ
ん
生
ま
れ
、

１
分
間
の
大
縄
跳

び
で
は
、
60
回
以
上

跳
べ
た
グ
ル
ー
プ

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、持
久
跳
び
で

は
10
分
以
上
跳
び

続
け
る
こ
と
が
で

き
た
児
童
も
数
名

お
り
、み
ん
な
か
ら

大
き
な
拍
手
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
高
学
年
の
児
童

が
低
学
年
の
回
数

を
数
え
た
り
、跳
び

方
を
教
え
て
あ
げ

る
な
ど
し
て
、楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
子
育
て
支
援
事
業
の
一
つ
「
食
育
講
座
」
と
し
て
、（
市
）
福

祉
事
務
所
管
理
栄
養
士
の
橋
田
典
子
さ
ん
を
講
師
に
、
親
子

で
楽
し
む
お
や
つ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
や
つ
講
座
で
は
、
ま
ず
親
子
で
で
き
る
簡
単
お
や
つ
作

り
教
室
を
行
い
、
親
子
で
一
緒
に
豆
腐
白
玉
と
ラ
ス
ク
を
作

り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、作
っ
た
お
や
つ
を
一
緒
に
食
べ
た
あ
と
、保
護
者

を
対
象
に
正
し
い
お
や
つ
の
与
え
方
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
橋
田
さ
ん
の
お
話
で
は
、
一
度
に
食
べ
る
量
が
少
量
だ
と

い
っ
て
も
、カ
ロ
リ
ー
が
高
い
お
や
つ
を
与
え
続
け
る
と
、小

学
校
高
学
年
ご
ろ
か
ら
、学
力
・
体
力
に
影
響
が
見
え
始
め
る
。

習
慣
と
い
う
も
の
は
簡
単
に
な
お
ら
な
い
の
で
、
小
さ
な
時

か
ら
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
特
に
よ
く
見
か
け
る
お
菓
子

を
お
や
つ
と
し
て
与
え
る
場
合

の
具
体
的
な
お
話
で
は
、小
さ
な

器
に
適
正
カ
ロ
リ
ー
が
摂
取
で

き
る
量
を
具
体
的
に
示
し
て
も

ら
い
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
が
、ア

ー
モ
ン
ド
チ
ョ
コ
３
粒
・
チ
ョ
コ

ビ
ス
ケ
ッ
ト
６
粒
な
ど
想
像
以

上
に
少
な
く
、今
ま
で
普
通
に
与

え
て
い
た
お
菓
子
の
量
が
多
す

ぎ
だ
っ
た
こ
と
に
参
加
者
一
同

が
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

　
簡
単
に
与
え
て
い
た「
お
や
つ
」

が
、実
際
に
は
子
ど
も
の
将
来
の

健
康
状
態
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、

参
加
し
て
い
た
お
母
さ
ん
た
ち

は
あ
ら
た
め
て
【
食
】
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

　
中
筋
中
学
校
は
生
徒
数
が
少
な
い
た

め
、「
仲
間
作
り
」を
生
徒
会
目
標
に
掲
げ
、

縦
割
り
班
を
中
心
に
全
校
で
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
文
化
祭
に
力
を
入
れ
、
縦

割
り
班
で
親
指
姫
と
白
雪
姫
の
劇
を
し

ま
し
た
。
準
備
や
練
習
の
中
で
学
年
に

関
係
な
く
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
演

出
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
工
夫
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。 

　
文
化
祭
で
は
他
に
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
写
真
を
ま
と
め
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

に
し
た
り
、
学
年
ご
と
に
英
語
寸
劇
に

も
挑
戦
し
ま

し
た
。
人
数

が
少
な
く
て

も
み
ん
な
が

団
結
し
て
取

り
組
め
ば
何

だ
っ
て
で
き

ま
す
。 

　
こ
の
他
に

も
、
班
別
学

習
や
フ
リ
ー

ラ
ン
チ
タ
イ

ム
、
そ
ろ
ば

ん
タ
イ
ム
な

ど
、
み
ん
な

で
協
力
す
る

こ
と
や
助
け

合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
す
。 

白雪姫 親指姫 

6年生の前跳びより 大縄跳びを頑張ったよ 

みんなで試食　おいしいね お母さんたち真剣です 

市
　
政 

教
　
育

教
　
育 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 
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小中学校の入学式 

就学援助制度 

平成23年度の市内小中学校の入学式は4月7日（水）です。 

※入学通知書が届いていない方は、四万十市教育委員会（下記連絡先）までご連絡ください。 

※この他に学校給食費、校外活動費、医療費（学校病限定）、通学費などの援助があります。 

小学校 

 

下田、竹島、中村、川登、八束 

東中筋、中筋、津野川、川　　　　 

東山、蕨岡、大用、利岡、中村南、本村 

 

 

具同、西ヶ方 

中学校 

後川、大川筋 

蕨岡、大用、八束、東中筋、中村西 

 

 

下田 

中筋 

中村 

西土佐 

開始時間 

　９：３０ 

１０：００ 

 

１０：３０ 

１１：００ 

１３：００ 

１３：３０ 

１４：００ 

　この制度は、要保護および準要保護児童生徒に対して援助するもので、児童生徒の学用品費などの就学上必

要な経費の一部を援助する制度です。（他の経費には使用することができません） 

　○申　　請：児童生徒の在籍する学校を通じて、認定申請書を提出してください。 

　○対　　象：援助の対象となるのは、原則四万十市に住所を有し、小中学校（県立中村中学校も含む）に在籍

　　　　　　　する児童生徒の保護者で、教育委員会が次のような理由により認定した人です。 

　　　　　　　・児童扶養手当の支給を受けている人（母子家庭、父子家庭などに支給されるもの） 

　　　　　　　・市税（市民税、国民健康保険税など）の非課税または減免を受けている人 

　　　　　　　・生活保護が廃止になって、なお生活が苦しく諸学費に困っている人 

　　　　　　　・病気や災害などの特別な理由により、収入が著しく減少し、諸学費に困っている人 

　　　　　　　※生活保護を受けている人は、修学旅行費と医療費（学校病：う歯、中耳炎、寄生虫病など）につ

　　　　　　　　いて教育委員会が援助します。 

　○援助の内容（平成22年度参考） 

　○認　　定：申請に基づき、ご家族全員の所得や児童扶養手当受給状況の照会などを同

　　　　　　　意のうえで調査させていただき、学校を通じて結果について通知します。 

　○支払時期：原則学期末ごとの３回払いとしますが、項目によって異なる場合があります。 

援助の項目 

学用品費 

通学用品費（1年生除く） 

新入学児童生徒学用品費等 

修学旅行費 

小学校 

年額　１１，１００円 

年額　　２，１７０円 

年額　１９，９００円 

年額　２０，６００円（上限額） 

中学校 

年額　２１，７００円 

年額　　２，１７０円 

年額　２２，９００円 

年額　５５，７００円（上限額） 

（市）教育委員会 学校教育課 �（34）5445　西土佐事務所 �（52）1110問い合わせ先 

学
校
安
全

学
校
安
全
へ
の
取
り
組
み 

学
校
安
全
へ
の
取
り
組
み 

　
2
月
18
日（
木
）四
万
十
市
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
川
田
賢
助
さ
ん

が
、中
筋
小
学
校
の
1
、2
年
生
を
対
象

に
防
犯
教
室
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、

防
犯
標
語
で
あ
る「
い
か
の
お
す
し
」を

題
材
に
、
川
田
さ
ん
自
ら
が
制
作
し
た

紙
芝
居
で「
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
」

の
授
業
を
し
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
紙

芝
居
に
子
ど
も
達
も
大
喜
び
で
楽
し
く

勉
強
で
き
た
よ
う
で
す
。 

防
犯
標
語「
い
か
の
お
す
し
」と
は
 

い
か
・・・
つ
い
て
行
か
な
い
 

の
・・・・
車
に
乗
ら
な
い
 

お
・・・・
大
声
を
出
す
 

す
・・・・
す
ぐ
に
大
人
に
 

し
・・・・
知
ら
せ
る
 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
 

　
市
で
は
４
名
の
方
に
委
嘱
し
、
主
に

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
あ
わ
せ
て
、

青
色
回
転
灯
を
点
灯
さ
せ
た
車
で
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。 
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指定学校の変更 指定学校の変更 
　四万十市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に該

当すると認められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更することができます。 

　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすることは認め

られませんのでご注意願います。 

No. 

１ 
 
 

２ 
 
 
 

３ 
 
 
 
 

４ 
 
 
 
 

５  

６ 
 
 
 

７  
 

８  
 
 

９ 
 
 
 

10  
 
 

11  
 
 

12

事由 

学期途中で 
転居した場合　 

留守家庭の 
場合　　　  
 

転居予定の 
場合　　　 
 
 
 

心身の理由の 
場合　　  
 
 

特認校の場合　　　　 

指定学校の 
変更を継続 
する場合　  

兄姉と同じ 
学校の場合 
 

部活動がない
場合  
 

就学途中で所
属する部活が
休廃部する場
合 

教育上の配慮
の場合  
 

地理的事情の
場合  
 

特別な事情の
場合 

対象学年 

小中学校 
全学年 
 

小学校 
全学年  
 

小中学校 
全学年 
 
 
 

小中学校 
全学年  
 
 

小学校 
全学年 

小学校 
６年生  
 

小中学校 
全学年 
 

小学校 
６年生  
 

中学校 
全学年  
 

小中学校 
全学年  
 

小中学校 
全学年  
 

小中学校 
全学年 

許可期間 

原則転居した学
期末までとし最
長卒業まで 

事由が解消す
るまで　  
 

住民票異動日
まで（原則６ヶ
月以内）  
 

心身の理由が
回復するまで
または卒業す
るまで 
 

卒業まで 
 

原則学年末ま
でとし最長卒
業まで 
 

卒業まで  
 

卒業まで 
 
 
 

卒業まで  
 
 

必要と認めら
れる期間  
 

卒業まで 
 
 
 

必要と認めら
れる期間 

添付書類 

住民票異動届の写し  
 

勤務証明書、保護承
諾書等で必要性が証
明できる書類  

建築確認通知書の写
し、売買契約書の写し、
賃貸借契約書の写し
など確認できる書類 
 
 

就学指導委員会の答
申、医師の診断書等
証明できる書類 
 

特認校就学許可通知
書の写し 
 

指定学校変更許可通
知書の写し 
 

指定学校変更許可通
知書の写し  

在籍学校長の意見書
など  
 

在籍学校長の意見書
など  
 

在籍学校長意見書、
賃貸借契約書の写し、
民生委員などによる
居住証明書など 

許可基準 

学期途中で転居した場合で、引き続き在
籍していた学校に就学する場合（通学可
能な場合に限る） 

保護者が共働きなどで留守になる家庭で、
放課後の児童安全確保が困難なため、祖
父母宅などの住所に基づく通学区域の小
学校に就学する場合 

近い将来（おおむね６ヶ月以内）転居する
ことが確定しており、あらかじめ転居先
の住所に基づく通学区域の学校に就学す
る場合  

児童生徒の障害や病気、虚弱などで通学
距離および通学途中の安全確保ならびに
病気治療などのため、その事情に相応し
た通学区域外の学校に通学することが適
当であると教育委員会が認めた場合 

特認校制度実施要領に基づき、川登小学
校または大用小学校に就学する場合 

中学校に進学する場合で、小学校で既に
通学区域外の就学が許可されており、引
き続き卒業する小学校のある通学区域の
中学校に就学する場合 

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受け
ている場合で、弟妹が一緒の学校に就学
する場合 

中学校に進学する場合で、指定学校に希
望する部活動がない場合（原則隣接する
通学区域にある中学校の希望する部活動
に入部する場合） 

部員不足などにより中学校就学途中に所
属する部活動が休廃部になる場合（原則
所属する部活がある隣接地域の中学校へ
入部を希望する場合） 

いじめや登校拒否、家庭の事情により住
民票の異動ができないなど、指定学校を
変更することが適当と認められる場合 
 

通学区域の境界付近に居住している場合
などで、本来の指定学校と隣接する指定
学校までの通学距離や安全面を考慮して
変更を認める場合 

上記以外で、特に教育委員会が保護者の
申し立てにやむを得ない理由があると認
める場合 

（市）教育委員会 学校教育課 �（34）5445　西土佐事務所 �（52）1110問い合わせ先 

教
　
育

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 
国
民
健
康
保
険
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

国
保
健
康
教
室 

参
加
者
募
集 

保
険
証
の
更
新
 

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

3
月
31
日
で
す
。4
月
1
日
か
ら
使
え
る
新
し
い

保
険
証
は
、3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。 

　
平
成
23
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
誕
生
日
の
前
日
で
す
。
誕
生
日

か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
75
歳
の

誕
生
月
の
前
月
に
郵
送
し
ま
す
） 

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
 

　
　
　
　
自
己
負
担
割
合
を
据
え
置
き
 

　
１
割
負
担
の
人
は
、４
月
か
ら
自
己
負
担
割
合

が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、平

成
24
年
３
月
ま
で
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
は
、
保
険
証
と
は
別
に
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。 

学
生
用
保
険
証
の
交
付
 

　
家
族
の
人
が
修
学
の
た
め
、ほ
か
の
市
町
村
に

住
む
場
合
に
は
、学
生
用
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

学
生
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書（
在
学
証
明
書
な
ど
）

を
持
参
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
●
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
●
 

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課 

国
保
係
 

�
（
3
4
）1
1
1
4
　
 

　（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
 

�
（
5
2
）1
1
1
1
　
 

　
国
保
被
保
険
者
を
対
象
に
、
栄
養
・
運
動
に
つ
い
て
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
栄
養
教
室
で
は
、I
C
タ
グ
を
内
蔵
し
た
フ
ー
ド
モ
デ

ル
を
利
用
し
て
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
食
事
の
量
や
バ
ラ
ン
ス

を
み
る
こ
と
の
で
き
る
「
S
A
T
シ
ス
テ
ム
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
。自
分
に
合
っ
た
カ
ロ
リ
ー
は
ど
れ
く
ら
い
な

の
か
？
不
足
し
て
い
る
栄
養
は
何
か
？
食
べ
過
ぎ
て
い

な
い
か
？
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
良
く
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
？
な
ど
、食
事
の
基
本
に
つ
い
て
管
理
栄
養
士

の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。本
物
そ
っ
く
り
の
フ
ー
ド

モ
デ
ル
を
使
っ
て
実
際
に
体
験
し
、『
直
感
的
食
事
選
択

能
力
』を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
運
動
教
室
で
は
、「
ど
う
し
て
運
動
が
必
要
な
の
か
」「
や
っ

て
み
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
続
か
な
い
」「
自
宅
で
で
き
る

運
動
」な
ど
と
い
っ
た
悩
み
や
疑
問
に
健
康
運
動
指
導
士

が
お
答
え
し
な
が
ら
、
実
際
に
体
を
動
か
し
て
、
運
動
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。 

日
　
　
時
　
3
月
9
日（
水
）19
時
〜

:

栄
養
教
室
 

　
　
　
　
　
　
 
13
日（
日
）10
時
〜

:

運
動
教
室
 

　
　
　
　
 
　
 
24
日（
木
）13
時
30
分
〜

:

運
動
教
室
 

　
　
　
　
　
※
30
分
前
か
ら
受
付
開
始
 

場
　
　
所
 
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
 

募
集
対
象
 
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
 

参

加

費
 
無
料
 

申
し
込
み
　
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
に
よ
り
 

　
　
　
　
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

運
動
教
室
講
師
　
片
山
昭
彦（
四
国
学
院
大
学
准
教
授
） 

　
※
運
動
教
室
は
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
●
 

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
�
（
3
4
）1
1
1
5

　「
食
べ
て
学
ん
で
歩
く
教
室
」 

　
今
回
は
樋
口
院
長
に
よ
る
糖
尿
病
の

話
を
中
心
に
、昼
食
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

食
事
療
法
と
運
動
療
法
に
つ
い
て
考
え

る
内
容
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 　
日
　
時
　
3
月
12
日（
土
） 

 
 
 
 
 
10
時
30
分
〜
 

　
　
　
　
　（
受
付
開
始

:

10
時
） 

　
場
　
所
　
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
 

　
参
加
費
　
5
0
0
円（
弁
当
代
） 

　
定
　
員
　
30
人
 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
・
10
時
30
分
〜
　
樋
口
院
長
の
話
 

　
・
11
時
30
分
〜
　
血
糖
値
測
定
 

　
・
12
時
〜
　
　
　
昼
食
 

　
　（
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
） 

　
　
市
販
の
お
弁
当
選
び
の
コ
ツ
や
、　

　
　
ア
ル
コ
ー
ル
の
話
を
し
ま
す
。 

　
・
12
時
30
分
〜
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
 

　
　
市
民
病
院
の
周
辺
を
2
km
く
ら
　

　
　
い
歩
き
ま
す
。 

　
持
っ
て
く
る
も
の
 

　
　
筆
記
用
具
、タ
オ
ル
、運
動
靴
 

 ●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
●
 

　
市
民
病
院（
内
科
外
来
）　
 

�
（
3
4
）2
1
2
6

四万十市 認知症家族の会「たんぽぽの会」 
　皆さん、介護の悩みや戸惑い、日々の不安など…共に、どうしたらよいか知恵や経験を出し合い、ゆっくり話して
みませんか。初めての人、介護を終えた人、関係機関の人など、たくさんの参加をお待ちしています。 

日　時　3月30日（水）　13時30分～15時30分 
場　所　市役所 １階 会議室101 
　※家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。 
　　四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　�（34）4528 
（市）地域包括支援センター（本庁1階 保健介護課内） 

�������������������（34）0170

第
1717
回
 

市
民
病
院

市
民
病
院 

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
 

第
17
回
 

市
民
病
院 

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

対

象

者
　
全
市
民（
希
望
す
る
人
は
ど
な
た
で
も
接
種
で
き
ま
す
） 

実
施
期
間
　
３
月
31
日（
木
）ま
で
　
※
委
託
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く 

実
施
場
所  

高
知
県
内
の
委
託
医
療
機
関 

　
※
希
望
さ
れ
る
人
は
各
医
療
機
関
へ
直
接
連
絡
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い 

   【
接
種
費
用
】 

　
・
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
※
高
齢
者
で
課
税
世
帯
の
人
は
、
１
月
31
日
ま
で
は
接
種
料
の
負
担
が 

　
　
　
１
０
０
０
円
で
し
た
が
、
２
月
１
日
以
降
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り 

　
　
　
ま
す
。 

【
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て
】 

　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
の
人
に
は
、接
種
費
用
を
全 

　
　
額
助
成
し
ま
す
。 

　
・
２
月
１
日
以
降
は
、市
が
発
行
し
て
い
る「
自
己
負
担
金
免
除
証
明
書
」は 

　
　
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
　
医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支
払
い
後
、申
請
に
基
づ
い
て
償
還
払
い
を
い 

　
　
た
し
ま
す
。 

【
償
還
払
い
の
申
請
に
必
要
の
も
の
】 

　
・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
証 

　
・
予
防
接
種
済
証
の
写 

　
・
請
求
者
の
認
め
印 

　
・
接
種
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号 

　
※
償
還
払
い
を
希
望
の
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を
し
て
、
３
月
22
日

　
　（
火
）ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
） 

　
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

予
防
接
種
を
ま
だ
済
ま
せ
て
な
い
人
は
、接

種
期
間
内
に
受
託
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

※
予
診
票
な
ど
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
左
記

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
�
（
３
４
）１
１
１
５   

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　
�
（
５
２
）１
１
３
２ 

● 

問
い
合
わ
せ
先 
● 

（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課 

　
　
　
　
　
　
　  

�
（
３
４
）１
１
１
５ 

（
総
合
支
所
）保
健
課 

　
　
　
　
　
　
　  

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

平
成
23
年
度 

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射 

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

　
詳
し
い
時
間
と
場
所
に
つ
い
て
は
、後
日
飼
い
主

の
人
に
通
知
し
ま
す
。（
登
録
を
し
て
い
る
犬
の
み
） 

ま
た
、飼
い
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
人
に
は
通

知
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

※
狂
犬
病
は
、発
症
し
て
し
ま
う
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

　
死
に
至
る
き
わ
め
て
危
険
な
疾
病
で
す
。狂
犬
病

　
予
防
法
に
よ
り
、生
後
３
ヵ
月
以
上
の
犬
は
必
ず

　
登
録
し
、予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が

　
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※
中
村
地
域
の
狂
犬
病
予
防
注
射
業
務
は
４
月
か
ら
環
境 

　
生
活
課
が
担
当
に
な
り
ま
す
。　 

�
（
３
５
）４
１
４
７ 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

�
（
３
４
）１
１
１
５ 

（
総
合
支
所
）保
健
課
　  

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

助
成
の
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

助
成
の
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た 

助
成
の
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た 

1期 

対　象　者 接種期間 

2期 

3期 

4期 

1歳～2歳未満の幼児 

（1歳になったらできるだけ早く） 

2歳の誕生日の 

前々日まで 

小学校就学前の1年間の幼児 

（Ｈ16.4．2～Ｈ17.4.1生） 

高校3年生相当年齢の人 

（Ｈ4.4．2～Ｈ5.4.1生） 

中学1年生相当年齢の人 

（Ｈ9.4．2～Ｈ10.4.1生） 接種期間を過ぎる 
と任意接種となり、 
有料になります 

平成22年4月1日 

 

平成23年3月31日 

〜 

4月 8日（金） 

4月15日（金） 

4月22日（金） 

5月13日（金） 

5月20日（金） 

5月27日（金） 

4月20日（水） 

4月21日（木） 

富　　　山 

具同・八束 

大川筋・中筋・東中筋 

東山・下田 

蕨岡・後川 

中　　　村 

西土佐地域 

生後91日以上の犬の登録と 

注射料金（1頭あたり） 

登録料（初年度のみ） 3000円 

注射料（毎年１回）　 3000円 

地　　　区 予防注射日 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 
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平
成
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年
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月
号 

保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を 3 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 

注）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。     
※3月12日までの計画については、広報四万十2月号に掲載しています。 

● 問い合わせ先 ●　　（本庁） 保健介護課  ��(34)1115　（総合支所） 保健課  ��(52)1132 
　　 中村地域の狂犬病予防注射業務は4月から環境生活課が担当になります。  �（35)4147

不妊治療費等助成の申請期限は3月31日までです 

● 

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 
● 

　（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
　
　
�
（
３
４
）１
８
０
１ 

　（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
）　
�
（
５
２
）１
１
３
２ 

　
市
で
は
、平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、子
ど
も
が
い
な
い
ご
夫
婦
に

対
し
て
保
険
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
に
要
し
た

費
用
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
22
年
度
の
申
請
期
限
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

事
業
内
容 

○
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
夫
婦
１
組
１
年
度

　
あ
た
り
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
に
対
し
て
３
万
円
を

　
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
の
は
、通
算
５
年
で
す
。 

○
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
夫
婦
１
組
１
年
度
あ
た
り

　
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。
助
成
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
２
年
で
す
。 

助
成
要
件 

　
・
法
律
上
の
夫
婦
で
ど
ち
ら
か
一
方
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と 

　
・
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と 

　
・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と 

申
請
期
間
　 

　（
22
年
度
の
治
療
な
ど
に
つ
い
て
） 

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら 

　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で 

 

　
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

配偶者暴力等被害者支援緊急対策事業 
　配偶者暴力および性暴力被害者を対象にして、被害に苦しんでいる人々の一刻も早い支援につながる
よう、「配偶者暴力等被害者支援緊急対策事業」として原則24時間の電話相談を行います。 
　これまでにこうした暴力に苦しむ人たちの支援を行ってきた民間団体の協力を得て、一人ひとりの状
況に応じた相談支援窓口を紹介、または必要に応じて窓口までの付き添いを行います。 
 
　相談期間　２月８日（火）10時～３月27日（日）22時 
　電話名称　パープルダイヤル 
　電話番号　０１２０-９４１-８２６ 

● 問い合わせ先 ● 
（市）人権啓発課　�（35）1035

健康相談 

健康の集い（食事会セット） 

乳児健診 

3歳児健診 

健康の集い 

マム＆チルドレン 

献血 

健康の集い（伝達料理セット） 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

胃がん検診 

狂犬病予防注射 

3月14日（月） 

3月15日（火） 

3月16日（水） 

3月18日（金） 
 

3月23日（水） 

 
3月29日（火） 

4月5日（火） 

4月7日（木） 

4月8日（金）
 

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 
13：30～15：00 

11：00～ 

12：50～13：30 

12：50～13：30 

13：30～ 

10：00～11：30 

13：00～16：30 

11：00～ 

個別通知 

8：00～10：30 

個別通知 

健康管理センター 

下家地集会所 

健康管理センター 

健康管理センター 

奥屋内下集会所 

具同体育センター 

西土佐地区公民館 

岩間集会所 

具同地区 

安並スポーツセンター体育館 

富山地区 

 
 
 
 
 
 
 
 

具同 
東山 
富山 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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～管理栄養士からのメッセージ～ 

作
り
方 

（西土佐診療所 管理栄養士　篠田知佐） 

① 菜の花は食べやすい長さ（約3cm）に切る。 
② フライパンにサラダ油を熱し、菜の花を入れて塩少々をふり、色よくさっと 
 　炒める。 
③ ②にホタテを汁ごと加え、Aを加えて味をなじませる。 
　 （貝柱はうまみを豊富に含んでいるので液汁もだしとして使えます） 
④ ③がフツフツと煮立ったら溶き卵をゆっくりと回し入れ、卵が半熟になったら 
　 火を止めてふたをし、30秒ほど蒸らすとふっくら仕上がる。 

栄養成分（1人分） 
エネルギー：134kcal 
たんぱく質：9.1g   
脂　　　質：3.5g 
塩　　　分：0.9g

所要時間5分 

材料（4人分） 

菜の花とホタテの卵とじ 

卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
菜の花（葉と茎）・・・・・・120g  
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
ホタテ（缶詰）・・・・・1缶（45g） 
水・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 
うすくちしょうゆ・・大さじ1 
みりん・・・・・・・・・・・・大さじ2 
サラダ油・・・・・・・・・・大さじ1

　ほろ苦さが春の訪れを感じさせてくれる菜の花。西土佐地区では多く出荷され
る農作物のひとつであり、２月からが出荷の最盛期で栄養価の高い野菜です。 
　今回は菜の花の苦みとホタテのうまみを卵で閉じ込めた一品です。 

　「こうちあったかパーキング制度」は、公共施設や店舗などの障害者等用駐車場を適正にご利用いただく

ため、障害者や高齢者など移動に配慮が必要な人に、高知県が県内共通の利用証を交付する制度です。 

　施設管理者のご協力により、出入り口に近い場所やスロープなどを利用しやすい場所に、利用証の交

付を受けた人の駐車スペースが設けられています。 

　詳しくは右記までお問い合わせください。 
● 問い合わせ ● 

（県）障害保健福祉課　�088（823）9663

A

　菜の花は栄養価の高い野菜で、カロテン、ビタミンC・B2などのビタミン
類とカルシウムや鉄などのミネラルを含んでいます。 
　よく似た野菜でカルシウム量を比較してみると、ブロッコリーには100g
中に38㎎ですが、菜の花の花蕾部分100g中には160㎎。約4倍以上の含有量
です。ちなみに茎葉部分は100ｇ中に97㎎含まれています。 
　葉はさっと茹でてゴマドレッシングをかけたり、辛子酢みそで和えると
おいしいです。茎はお漬物にいかがでしょうか。ほろ苦さはありますが、い
ろいろな料理に使えるので、花蕾、葉、茎を丸ごと味わってみてはいかがで
しょうか。 

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ” 

問い合わせ先 

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

育児相談 

　子育てについて思っていること、悩んでいること
など気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直
接来所しての相談にも応じます。 
※第３火曜日は、家庭児童相談員による育児相談を
　行っています。　9:30～11:30

時 

場 

〔１、2、３歳児〕 
〔ぴよちゃんクラブ〕 
子育て支援センター 

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象 

　ぽっぽさん、ぴよちゃんお別れ遠足に出掛けるよ。
春の公園で、みんなで遊ぼう！一年間の思い出話など
しながら、ゆったり・楽しく過ごしましょう！　 
　3月生まれのお友達のお誕生会もするョ。（お弁当・
おやつを持ってきてね！） 

お別れ遠足・誕生会 

時 

場 

3月15日（火）　10：00～11：30 
安並公園　（雨天の場合は子育て支援センター） 

　一年間“ぽっぽ”で遊んだお友達の巣立ち式です。 
　みんなで成長をお祝いしましょう！ 

巣立ち式 

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合があ
　りますので、あらかじめご連絡ください。 

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00
3月18日（金）　10：00～11：30 
3月22日（火）　10：00～11：30｝ 

お　知　ら　せ 

○巣立ち式に出席できない人は、式以降も支援

　センターは開所していますので「おもいで文

　集」などを取りに来てください。 

○平成２３年度の活動を希望される人は「広報

　四万十４月号」をご覧の上、お申し込みくだ

　さい。 

こうちあったかパーキング制度 



問
い
合
わ
せ
先 

　
１
年
間
の
国
民
年
金
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割

引
と
な
り
お
得
で
す
。 

　
４
月
か
ら
の
前
納
を
現

金
納
付
で
希
望
す
る
人
は
、

４
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
添

付
さ
れ
た
前
納
用
納
付
書

で
４
月
末
日
ま
で
に
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１
年
度
（
12
カ
月
分
）
や
６
カ
月

　
分
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
す
る
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分

　
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、専
用
の
納
付

　
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金

　
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
毎
月
の
納
付
も
、
口
座
振
替
の
「
早
割
」（
当
月
末
振
替
）
な

　
ら
月
額
50
円
お
得
で
す
。 

　
就
職
、
転
職
、
退
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
加

入
の
し
か
た
が
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
つ
ど
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
お
得
な「
前
納
割
引
制
度
」を 

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

■
異
動
に
伴
う
届
け
出
は 

　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く
！ 

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
６
１
６ 

（
本
　
　
庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

《平成23年度の保険料額》 

　　定額保険料　月額　15,020円 

※第１号被保険者…自営業者、自由業者、学生などで20歳以上60歳未満の人 

※第３号被保険者…厚生年金・共済組合などの加入者に扶養されている20歳以上 

　　　　　　　　　60歳未満の妻（夫） 

6カ月分 

1年分 

90,120円 

(15,020円×6カ月)

180,240円 

(15,020円×12カ月分)

定額保険料 

こんなとき どうする 必要なもの 届け出先 

前納金額 

177,040円 

（3,200円おトク） 

89,390円 

（730円おトク） 

会社等を退職 

したとき 

会社等に就職 

したとき 

配偶者の扶養 

からはずれた 

とき 

年金手帳・扶養から 

はずれた日のわかる 

書類・印鑑 

結婚や退職等で 

配偶者の扶養に 

なったとき 

第3号被保険者への種別変更の手続きを 

する 

第3号被保険者から 
第1号被保険者への 
種別変更の手続きを 
する 

国民年金に加入の 

手続きをする 

会社(事業主)または共済組合などからなどから届け出をしま 

すので、自分で手続きをする必要はありません 

年金手帳・退職日の 

わかる書類・印鑑 

（本　　庁）市民課 

（総合支所）住民課 

配偶者の勤務先 

（本　　庁）市民課 

（総合支所）住民課 
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春
は
転
勤
や
就
学
な
ど
引
っ
越
し
の
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。
四
万
十
市
内
で
引
っ
越
し
す
る
場
合
や
市

外
へ
の
引
っ
越
し
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
を
離
れ
一
人

暮
ら
し
を
始
め
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
時
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
住
民
票

の
異
動
で
す
。住
民
票
は
、皆
さ
ん
の
居
住
関
係
の
公

証
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
そ
の
他
の
市
民
生
活
に
必

要
な
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、引
っ

越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
や
、
す
で
に
引
っ
越
し

を
さ
れ
て
い
る
人
は
住
民
票
の
異
動
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。 

手
続
き
に
は
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
 

　
住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
き
に
は
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
が
必
要
で

す
。
本
人
確
認
書
類
が
写
真
付
き
の
も
の
で
な
い
場

合
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
は
、
さ
ら
に
別
の
書
類
の
提

示
や
、
い
く
つ
か
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、認
め
印
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
 

　
引
っ
越
し
先
や
手
続
き
の
種
類
に
よ
っ
て
、
手
続

き
を
行
え
る
人
や
、
必
要
な
も
の
な
ど
が
異
な
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ◆
問
い
合
わ
せ
先
 

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
�
（
3
4
）1
1
1
3
 

　（
総
合
支
所
）住
民
課
　
�
（
5
2
）1
1
1
1

引
っ
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

引
っ
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

引
っ
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

住
民
票
の
異
動
の
手
続
き
を

住
民
票
の
異
動
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く 

住
民
票
の
異
動
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く 



市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 
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（
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
 

�
（
3
7
）4
1
1
１
 

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

羽化がほぼ完了した状態のタベサナエ 

フジツツジ 

　
啓
蟄
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
四
万
十
市
周
辺
で
は

こ
の
頃
か
ら
多
く
の
昆
虫
が
活
動
を
再
開
さ
せ
ま
す
。
ト

ン
ボ
公
園
で
も
3
月
中
旬
に
は
ト
ン
ボ
の
羽
化
が
始
ま
り

ま
す
。ト
ッ
プ
は
タ
ベ
サ
ナ
エ
で
、近
年
は
駐
車
場
前
の
水

路
で
容
易
く
観
察
で
き
ま
す
。
気
温
が
あ
ま
り
高
く
な
い

20
日
こ
ろ
ま
で
は
午
前
10
時
以
降
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、下
旬
に
な
る
と
午
前
8
時

頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

　
こ
の
羽
化
に
か
か
る
時
間
は
、

普
通
1
時
間
ほ
ど
で
す
。数
時

間
前
ま
で
水
の
中
に
い
た
ヤ

ゴ
が
、瞬
く
間
に
き
ら
め
く
ハ

ネ
を
持
つ
ト
ン
ボ
に
変
身
す

る
神
秘
的
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　
タ
ベ
サ
ナ
エ
に
続
き
、
ア
ジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ
、
シ
オ
ヤ

ト
ン
ボ
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
な
ど
が
3
月
中
に
羽
化
を
始

め
ま
す
。 

 　
花
で
は
、タ
ベ
サ
ナ
エ
の
羽
化

が
見
ら
れ
る
水
路
と
平
行
し
て

流
れ
る
池
田
川
の
土
手
に
ス
ミ

レ
や
ゲ
ン
ゲ（
通
称
レ
ン
ゲ
）、オ

オ
ジ
シ
バ
リ
な
ど
が
多
く
見
ら

れ
る
ほ
か
、日
当
り
の
い
い
山
す

そ
に
は
ト
ン
ボ
王
国
の
春
を
象

徴
す
る
フ
ジ
ツ
ツ
ジ
が
満
開
と

な
り
ま
す
。 

　
来
る
3
月
5
日（
土
）よ
り
、県
下
全
域
を
舞
台
に
歴
史
、食
、

花
、体
験
を
テ
ー
マ
と
す
る「
志
国
高
知
 

龍
馬
ふ
る
さ
と

博
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
う
ち
、花
を
テ
ー
マ
と
す
る「
花

絵
巻
」三
大
会
場
の
一
つ
と
し
て
当
市
の
ト
ン
ボ
自
然
公
園
・

四
万
十
川
学
遊
館
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
、ト
ン
ボ
自
然
公
園
・
四
万
十
川
学
遊
館
で

は
こ
れ
か
ら
1
年
間「
花
」を
テ
ー
マ
と
す
る
様
々
な
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
3
月
中
に
実
施
さ
れ
る
主

な
催
し
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

 ○
ト
ン
ボ
王
国
・
四
季
の
花
写
真
展
 

　
ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
見
ら
れ
る
四
季
の
花
64
種
を
A
―

3
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。 

期
　
間
　
3
月
5
日（
土
）〜
5
月
31
日（
火
） 

場
　
所
　
四
万
十
川
学
遊
館（
あ
き
つ
い
お
） 

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

入
場
料
　
無
料（
た
だ
し「
四
万
十
川
学
遊
館（
あ
き
つ
い
お)

」

　
　
　
　
入
館
料
が
必
要
で
す
） 

 ○
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
植
え
替
え
と
野
草
て
ん
ぷ
ら
試
食
会
 

　
午
前
中
は
ト
ン
ボ
池
周
辺
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
植
え
替
え

作
業
を
し
、昼
食
後
に
家
族
対
抗
の「
生
き
物
さ
が
し
ゲ
ー

ム（
レ
ベ
ル
5
）」を
行
い
ま
す
。（
予
定
） 

※
昼
食
無
料（
お
む
す
び
、野
草
て
ん
ぷ
ら
な
ど
）　
　
 

日
　
時
　
3
月
27
日（
日
） 
10
時
〜
　
 

場
　
所
　
東
屋（
ト
ン
ボ
自
然
公
園
内
） 

募
集
人
数
　
50
人
 

※
少
雨
決
行
。雨
天
の
場
合
は
翌
週
に
順
延
 

 ○
ト
ン
ボ
王
国
花
ガ
イ
ド
 

　
3
月
5
日
よ
り
毎
日
、
10
時
と
15
時
の
2
回
、（
社
）ト
ン

ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
ス
タ
ッ
フ
が
「
花
」
を
中
心
に
、
ト

ン
ボ
自
然
公
園
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

　
今
ま
で
何
気
な
く
通
っ
て
い
た
マ
イ
パ
ー
ク
「
ト
ン
ボ

自
然
公
園
」は
実
は
こ
ん
な
に
魅
力
い
っ
ぱ
い
。知
ら
な
か

っ
た
自
然
と
花
の
魅
力
を
次
々
と
ご
紹
介
。
驚
き
と
知
る

楽
し
さ
を
学
べ
ま
す（
休
館
日
お
よ
び
荒
天
の
日
を
除
く
） 

　
市
で
は
、
地
方
税
法
お
よ
び
市
税
条
例
の
規
定
に
基
づ
き

農
耕
用
作
業
用
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）

に
課
税
し
て
い
ま
す
。 

　
農
耕
作
業
用
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
で
、ま
だ
登
録

が
お
済
み
で
は
な
い
人
は
早
急
に
登
録
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。登
録
さ
れ
ま
す
と
、標
識
交
付
証
明
書
と
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
年
税
額
は
１
６
０

０
円
で
す
。
 

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】
 

　
○
車
名
（
メ
ー
カ
ー
名
）
 

　
○
型
式
　
○
印
鑑
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 （
本
 
 
庁
）税
務
課 

市
民
税
係
 

 
�
（
3
4
）1
1
1
2（
直
通
） 

 （
総
合
支
所
）総
務
課 

税
務
係
 

 
�
（
5
2
）1
1
1
1（
代
表
） 

　
土
地
、家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
土
地
の
地
目
（
宅
地
、
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
、
雑
種
地
）
に
 

　
変
更
が
あ
っ
た
場
合
 

■
家
屋
の
新
築
、増
築
な
ど
で
面
積
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

　
な
ら
び
に
、取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
 

※
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
「
賦
課
期
日
」
と
い
い

　
ま
す
）
に
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

　
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ

　
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】 

 （
本
　
　
庁
）税
務
課
 
資
産
税
係
　
�
（
3
5
）4
4
2
8
 

　（
総
合
支
所
）総
務
課
 
税
務
係
　
　
�
（
5
2
）1
1
1
1

農
耕
作
業
用
自
動
車
の

農
耕
作
業
用
自
動
車
の 

　
　
　
　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か 
農
耕
作
業
用
自
動
車
の

農
耕
作
業
用
自
動
車
の 

　
　
　
　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か 
農
耕
作
業
用
自
動
車
の 

　
　
　
　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か 

土
地
、

土
地
、家
屋
家
屋
の
異
動
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、

土
地
、家
屋
家
屋
の
異
動
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、家
屋
の
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

問 

申 
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四
万
十
市
に
来
て
、時
間
が
ず
い
ぶ
ん

経
ち
、私
の
任
期
も
あ
と
一
ヶ
月
と
少
し

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
学
校
訪
問
で

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
り
、夏
に
き
れ
い

な
花
火
を
見
た
り
、み
ん
な
と
市
民
祭
で

踊
っ
た
り
し
て
、た
く
さ
ん
の
い
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。 

 　
四
万
十
市
の
町
、
そ
し
て
、
日
本
の
町

は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。中
国
の
観
光
客

が
日
本
に
来
た
ら
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
日

本
の
町
は
き
れ
い
で
す
ね
と
言
い
ま
す
。

町
に
専
門
の
掃
除
を
す
る
人
が
い
な
い

の
に
、ど
う
し
て
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
ん

だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。職
場

の
先
輩
の
話
し
に
よ
る
と
、日
本
で
は
み

ん
な
が
ご
み
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、道
路
に

捨
て
な
い
と
い
う
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と

守
り
、自
分
の
家
や
自
分
の
店
の
前
の
道

路
は
自
分
で
掃
除
す
る
と
い
う
習
慣
が

あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
町

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、道
路
な
ど
を
清

掃
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
よ
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
で
、よ
り
自
分
た
ち
の
町
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
に
み
ん

な
で
町
を
き
れ
い
に
す
る
意
識
が
あ
る

か
ら
、町
が
き
れ
い
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

中
国
も
日
本
の
よ
う
な
き
れ
い
な
町
に

す
る
た
め
に
は
、清
掃
員
た
ち
だ
け
が
頑

張
る
で
は
な
く
、市
民
の
み
ん
な
が
町
を

き
れ
い
に
す
る
意
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
日
本
人
は
仕
事
に
対
し
て
熱
心
で
勤

勉
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
日
本
は
経
済

大
国
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
日
本

と
中
国
の
経
済
交
流
は
も
っ
と
盛
ん
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、経
済
だ
け
の
交
流

に
留
ま
ら
ず
、文
化
な
ど
の
友
好
交
流
も

増
や
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ま

た
、私
が
お
話
を
し
た
日
本
の
皆
さ
ん
の

中
で
は
中
国
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
人
は
多
い
の
で
す
が
、中
国
へ
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
諺
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
、皆
さ
ん
も
中
国
に
行

っ
て
、実
際
に
中
国
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

姚
剣
 

よ 

う
　  

け 

ん 

久栄岸橋（大正末年） 
右奥が現在の佐岡地区 

現在の一条通4丁目と5丁目の境付近 
（上が天神橋方面） 

印のあたりに橋は架かっていました 

崩岸と久栄岸橋 崩岸と久栄岸橋 崩岸と久栄岸橋 

歴
史
の
窓

歴
史
の
窓 

歴
史
の
窓 

大用にて 

　
中
村
の
地
名
は
も
と
も
と「
中
ノ
村
」で
あ
り
、川

の
真
ん
中
と
い
う
意
味
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。町
は

川
に
囲
ま
れ
、多
く
の
橋
が
あ
り
ま
し
た
。い
ま
は
消

え
て
し
ま
っ
た
橋
も
あ
り
ま
す
。久
栄
岸
橋
で
す
。 

　
久
栄
岸
橋
は
、い
ま
の
一
条
通
４
丁
目
と
５
丁
目

の
境
に
あ
り
ま
し
た
。 

　「
中
村
町
史
」（
昭
和
25
年
発
行
）に
よ
る
と
、そ
の
あ

た
り
の
地
名
は
明
治
初
年
ま
で
は「
崩
岸
」、そ
の
後

「
久
栄
岸
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。当
時
の
南
京
町
の
東
端

に
位
置
し
、川
を
ま
た
い
で
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

　「
崩
岸
」と
い
う
と
、殺
風
景
な
場
所
を
連
想
し
ま
す

が
、一
條
時
代
に
は
鴨
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
と

い
う
後
川
は
河
畔
の
柳
や
竹
藪
が
川
面
に
影
を

映
し
て
、絵
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
最
初
は
木
の
橋
で
し
た
が
、大
正
13
年
に
は

幡
多
郡
で
最
初
の
本
格
的
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

近
代
的
な
橋
が
竣
工（
長
さ
60
ｍ
。幅
６
ｍ
、水

面
よ
り
の
高
さ
４
ｍ
、欄
干
の
高
さ
25
㎝
）。名

実
と
も
に
中
村
の
東
の
玄
関
口
と
な
り
ま
し
た
。 

　
赤
鉄
橋
の
完
成
は
２
年
後
の
大
正
15
年
で
す
。 

　
戦
後
、昭
和
20
年
代
、都
市
計
画
に
よ
り
、河

川
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
、川
は
埋
め
立
て
ら

れ
、今
の
後
川
の
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
、路

面
が
約
１
ｍ
か
さ
上
げ
さ
れ
た
た
め
、久
栄
岸
橋
は

そ
の
ま
ま
埋
没
。い
ま
で
も
中
村
近
代
化
の
遺
産
と

し
て
地
下
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

　
小
説
家
の
上
林
暁（
旧
大
方
町
下
田
の
口
出
身
）に
は
、

故
郷
を
描
い
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
の

一
つ「
四
万
十
川
幻
想
」で
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。 

　「
大
正
四
年
の
春
、私
は
中
村
町
―
当
時
は
も
ち
ろ

ん
市
で
は
な
か
っ
た
―
の
県
立
第
三
中
学（
現
中
村

高
校
）へ
入
学
し
た
。十
四
才
で
小
さ
い
生
徒
で
あ
っ

た
。靴
は
九
文
半
、身
の
丈
は
四
尺
四
寸
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ス
で
ビ
リ
か
ら
三
番
目
か
四
番
目
で
あ
っ
た
。

毎
朝
二
里（
八
キ
ロ
）の
道
を
歩
い
て
、町
の
東
を
流

れ
る
後
川
を
渡
っ
て
、町
に
入
っ
た
。 

　
後
川
に
は
久
栄
岸
橋
と
い
ふ
橋
が
架
っ
て
ゐ
て
、

両
岸
に
は
柳
の
木
が
茂
っ
て
ゐ
る
。久
栄
岸
橋
は
か

な
り
長
く
、少
し
反
っ
て
ゐ
る
が
、手
摺
の
低
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。洪
水
の
時
、流
木
が
引
っ
か
か
ら
な
い

や
う
に
工
夫
し
て
ゐ
る
の
だ
。久
栄
岸
橋
を
渡
る
と
、

ラ
ン
カ
と
い
ふ
町
の
入
口
で
あ
る
。 

　
久
栄
岸
橋
の
手
前
に
、佐
岡
の
一
本
松
と
い
ふ
大

き
な
、古
い
松
の
木
が
あ
っ
た
。」 

　
上
林
暁
は
明
治
35
年（
１
９
０
２
年
）生
ま
れ
。当

時
と
は
町
の
風
景
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、京

都
と
同
じ
碁
盤
の
目
の
区
画
は
い
ま
で
も
健
在
で
す
。 

 

澤
田
勝
行 

くえ きし く　え　きし ばし 
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問 申 
四万十D&H（花嫁衣裳おぐら内）　〒787-0025  四万十市中村一条通3丁目4-11 
� （34）2259  URL  http://www.brldal-ogura.jp/

催
　
し 

問 （市）教育委員会 生涯学習課　�（34）7311

メモリアルウエディングイン四万十 
　
四
万
十
の
日
に
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形

船
で
の
人
生
の
船
出
、船
上
結
婚
式
を
ご
案
内

し
ま
す
。 

日
　
時
　
４
月
10
日（
日
） 

場
　
所
　
佐
田
沈
下
橋
付
近
〜 

　
　
　
　
　
三
里
沈
下
橋
付
近 

内
　
容 

　
●
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド 

　
●
新
婦
様
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、 

　
　
ヘ
ア
ー
メ
イ
ク
、着
付
け 

　
●
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式（
約
２
時
間
）

　
　
の
全
て
、通
常
料
金
20
万
円
以
上
の
内
容 

　
　
を
、４
月
10
日（
四
万
十
の
日
）に
限
り
、 

　
　
１
組
４
０
０
１
０
円
に
て
挙
式
し
ま
す
。 

　
　
※
限
定
３
組 

申
込
方
法 

　
申
込
要
項
を
ご
確
認
の
上
、所
定
の
用
紙
に

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
　
３
月
14
日（
月
）必
着 

後
　
援
　
中
村
商
工
会
議
所 

　
　
　
　（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会 

 
　
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問 （本庁）市民課 �（34）1113　西土佐総合支所 �（52）1111

平成23年 春の交通安全運動 
　
毎
年
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心

な
、
人
に
や
さ
し
い
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
春
の
交
通
安

全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
第
17
回
統
一
地
方
選
挙
が
4
月
に

行
わ
れ
る
た
め
、
例
年
4
月
に
実
施
し
て
い
た

春
の
交
通
安
全
運
動
は
5
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
☆
実
施
期
間
 

　
　
５
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
） 

 

第32回 春の合同展 
　
中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主

催
の
「
春
の
合
同
展
」
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
当
市
に
関
わ
り

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
展
示
会
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
３
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
） 

　
　
　
　
９
時
〜
17
時 

　
　（
た
だ
し
最
終
日
は
16
時
ま
で
） 

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

部
　
門 

　
華
道
、洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、

　
短
歌
、川
柳
、俳
句
、工
芸
、手
工
芸
、 

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン 

　
※
最
終
日
に
は
茶
席
も
用
意
し 

　
　
ま
す
。 

整
理
費
　
１
０
０
円 

　
　
　
　（
高
校
生
以
下
無
料
） 

主
　
催 

　
四
万
十
市
文
化
協
会
中
村
支
部 

共
　
催
　（
市
）教
育
委
員
会 

22年度の市税の納め忘れ

はありませんか。 

今一度お確かめください。 

みなさんのお住まいに、 
　住宅用火災警報器！ 
　　ついていますか？ 

問 
四万十消防署　�（34）5881 

西土佐分署　　�（52）1143

　市では、今年の5月31日（火）
までに、すべてのお住まいに
住宅用火災警報器を取り付け
ることが義務付けられており、
その猶予期間が残すところ３
ヶ月ほどとなりました。 
　住宅用火災警報器は、火災を
早期に発見する決め手となり、
みなさんの安心と安全を守る
役目をはたしてくれるものと
なりますので、取り付けていな
いお宅は、お早めにお願いします。 
　購入先は、家電量販店・ホー
ムセンターなどで購入するこ
とができます。 
　取り付け場所は、寝室（子供
部屋も含む）、寝室のある階の
階段など。 
 
推奨例 
　就寝していた居住者が、階
段に設置していた住宅用火災
警報器の警報音で目を覚まし、
１階台所から出火しているの
を発見した。２階で就寝して
いた家族を起こして屋外へ避
難した。（徳島県） 

＊
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
の
本
庁
で
の
問
い
合
わ
せ
 

　
先
は
環
境
生
活
課（
現
地
球
環
境
課
）に
変
更
と
な
り
 

　
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

2月号P26での「上方演芸会」ラジオ放送時間のお知らせについて、誤りがありました。 
お詫びして訂正いたします。 

お詫びと訂正 

■二回目 再放送 3月12日（土）　（誤）15時10分～16時35分　（正）15時10分～15時35分 



教
室
・
講
座 

（財）四万十市体育協会(安並スポーツセンター内)　�（34）2071　FAX（34）4894

教
室
・
講
座 

四万十市シルバー人材センター 

初心者対象パソコン教室 

問 申 （社）四万十市シルバー人材センター　�（35）3117

日
　
　
時 

　
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
24
年
３
月 

　
毎
週
木
曜
／
18
時
30
分
〜
21
時 

場
　
　
所 

　
市
立
中
央
公
民
館 

情
報
学
習
室 

対
　
　
象 

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人 

定
　
　
員
　
20
人（
申
込
順
） 

募
集
期
間
　
３
月
10
日（
木
）〜
25
日（
金
） 

受

講

料
　
無
料 

　
※
別
途
に
教
材
費 

　
　
な
ど
が
必
要 

教
室
・
講
座 

第18回 四万十川僻村塾 

問 四万十川僻村塾　�080-4038-8823（馬場） 
　　　　　　　　E-mail：baba@babanetken.com

　
四
万
十
川
僻
村
塾
は
、
知
識
・
文
化
人
、
先
達

の
お
話
を
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
聞
き
、
共
に
語
り

合
う
会
で
す
。参
加
に
条
件
は
な
く
、予
約
も
不

要
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

日
　
時
　
３
月
26
日（
土
） 

18
時
〜
19
時
30
分 

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

３
階 

視
聴
覚
室 

講
　
師
　
渡
邊 

法
美 

　（
高
知
工
科
大
学 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部 

教
授
） 

演
　
題
　「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
何
？
」 

会
　
費
　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
） 

後
　
援
　（
市
）教
育
委
員
会 

四
万
十
川
僻
村
塾
ブ
ロ
グ
　 

　http://pub.ne
.jp/jy

uku/

■
子
ど
も
の
た
め
の
水
泳
教
室 

　
日
　
時
　
毎
週
火
曜
日
　
17
時
〜
18
時
30
分 

　
対
象
者
　
原
則
、市
内
の
幼
児（
年
長
児
）、 

　
　
　
　
　
小
学
・
中
学
・
高
校
生 

　
定
　
員
　
50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

 

■
大
人
対
象
の
水
泳
教
室 

　
健
康
の
た
め
に
水
泳
を
始
め
て
み
た
い
！
正

し
い
泳
ぎ
方
を
覚
え
た
い
！
初
級
者
・
中
級
者

の
た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。 

　
日
　
時
　
毎
週
火
曜
日 

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　
　
　
　
　(

８
月
〜
10
月
は
18
時
30
分
〜
20
時) 

　
対
象
者
　
原
則
、
18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住 

　
　
　
　
　
ま
た
は
勤
務
す
る
人 

　
コ
ー
ス 

　
　
Ａ:

初
級
者
コ
ー
ス 

　
　
　（
楽
し
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
人
） 

　
　
Ｂ:

中
級
者
コ
ー
ス 

　
　
　（
上
手
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
人
） 

　
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
25
人 

　
　
　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）　 

 《
共
通
事
項
》 

　
受
付
期
間
　
３
月
10
日（
木
）か
ら 

　
　
　
　
　
　（
窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

　
開
催
期
間
　
平
成
23
年
４
月
５
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
27
日（
火
） 

　
会
　
　
費
　
月
額
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
※
別
途
温
水
プ
ー
ル
入
場
料
必
要 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
数
券
・
会
員
券
可 

　
保

険

料
　
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

　
　
　
　
　
　
険
未
加
入
の
人 

　
　
　
　
　
　
年
額
一
　
般
　
１
６
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
　
　
６
０
０
円 

　
指
　
　
導
　
藤
泳
会
ス
タ
ッ
フ 

　
※
平
成
22
年
度
参
加
者
の
人
も
新
規
お
申
し

　
　
込
み
く
だ
さ
い
。 

平成23年度 たのしい水泳教室　子どもも大人も楽しく健康増進！ 

問 申 

教
室
・
講
座 

（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　�（34）2071

春休み早朝子供水泳教室 

問 申 

　
春
休
み
、
水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に

つ
け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

 

日
　
時
　
８
時
15
分
〜
９
時
15
分 

　
第
１
講
習
　
３
月
26
日(

土)

、27
日(

日) 

　
　
　
　
　
　
　
　
28
日(

月)

、29
日(

火) 

　
第
２
講
習
　
４
月
２
日(

土)

、３
日(

日) 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
日(
月)

、５
日(

火) 

場
　
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル（
安
並
） 

対
　
象
　
年
長
児
〜
小
学
生 

定
　
員 

　
各
講
習
40
人（
希
望
の
講
習
か
ら
受
講
可
） 

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

受
講
料
　
１
講
習（
４
日
間
）:

２
０
０
０
円 

　
　
　
　
２
講
習（
８
日
間
）:

３
５
０
０
円 

入
館
料
　
２
１
０
円（
１
回
当
た
り

温
水
期
） 

　
※
回
数
券
・
会
員
券
利
用
可 

保
険
料 

・
第
１
講
習
に
参
加
の
人
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

　
険
未
加
入
者
は
掛
け
金
２
０
０
円 

・
第
２
講
習
に
参
加
の
人
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

　
険
未
加
入
者
は
掛
け
金
６
０
０
円 

　（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
期
間: 

　
　
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
） 

受
　
付 

　
３
月
10
日（
木
）９
時
よ
り
所
定
の
申
込
用
紙

　
に
記
入
の
上
、受
講
料
・
保
険
料
を
添
え
て
下

　
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。(

電
話
で
の

　
受
付
は
し
ま
せ
ん)

　 

※
講
習
欠
席
の
場
合
、
受
講
料
な
ど
の
払
い
戻

　
し
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

指
導
者
　（
財
）
四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の 

　
　
　
　
水
泳
指
導
者 

/
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催
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中村逸品研究会（市立文化センター内）　�（35）4887

高知県立中村高等技術学校（〒787-0019 具同5179）　 

�（37）2723　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305

　
市
の
中
心
商
店
街
で
は
、
消
費
者
の
皆
様
に

支
持
さ
れ
る
店
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
「
中
村
逸
品
研
究
会
」
を
組

織
し
勉
強
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、そ
の
お
披
露
目
と
し
て
”中

村
え
え

も
ん
巡
り
 

逸
品
フ
ェ
ア

“を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
商
店
街
に
お
越
し
頂
き
、
商

店
街
の
頑
張
り
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 　
3
月
19
日
（
土
）
〜
25
日
（
金
）
の
期
間
中
に

参
加
店
で
買
い
物
を
し
た
人
に
抽
選
券
を
差

し
上
げ
ま
す
。（
3
0
0
0
円
毎
に
本
券
、

3
0
0
円
毎
に
補
助
券
進
呈
） 

 抽

選

日
　
3
月
26
日（
土
）10
時
〜
17
時
 

※
景
品
は
参
加
店
の
逸
品
を
中
心
と
し
た
商

　
品
に
な
り
ま
す
。 

抽
選
場
所
　「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」 

　
　
　
　
　（
一
条
通
） 

※
参
加
店
の
逸
品
の
内
覧
会
（
展
示
販
売
）
を

　
行
い
ま
す
。　
 

参

加

店
　
左
の
写
真
の
旗
を
立
て
て
い
る
 

　
　
　
　
　
お
店
が
参
加
店
で
す
。 

受
付
期
間 

　
３
月
９
日（
水
） 

　
　
〜
25
日（
金
） 

試

験

日 

　
３
月
29
日（
火
） 

　
詳
し
い
内
容
や
問

い
合
わ
せ
は
下
記
の

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問 

募
　
集 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

問 

（財）四万十市体育協会 

（市民スポーツセンター内） 

�（34）2071

問 四万十いやしの里 

�（31）5111
問 

中村ええもん巡り 逸品フェア 

●中村公証役場による「日曜・遺言等公証法律相談」は、諸般の事情により3月から当分の間、休止します。 

国や県、市の仕事に対する 
苦情や要望 

《相談委員》 
　武田 二三生　�（35）6416 
　佐竹 猛      　�（37）2628

（本　　庁） 
　総務課 �（34）1804 
 
（総合支所） 
　総務課 �（52）1111

高知地方法務局 

　　　四万十支局 

�(34)1600

日本政策金融公庫 
高知支店 農林水産事業 
� 088-825-1091

行政相談所 

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先 

特設人権相談所 

無料農業経営相談 

3月18日（金） 
13時～16時 

4月8日（金） 
9時～12時 

3月24日（木） 

社会福祉 
　　センター 

大宮生活 
改善センター 

JA高知はた 
　　本所 3階 

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・ 
セクハラ・DV・いじめ・児童虐待・ 
交通事故・裁判費用など人権に 
関する問題 

農業に関する借入相談、経営全般 

に関するお悩みなどの相談 

（要事前予約） 

相
　
談 

中村公証役場　�（34）1728

定期相談所 

問 

平成23年度 県立中村高等技術 
学校訓練生 追加募集 

総合住宅サービス科 

左官・タイル施工科 

木造建築科 

6ヶ月 

2年 

2年 

中学校卒業者65歳以下 

中学校卒業者35歳以下 

中学校卒業者29歳以下 

訓練期間 応募資格 募　集　科 

市立温水プール 
休館期間 

　
設
備
補
修
と
衛
生
管
理
の
た
め

に
一
斉
清
掃
を
し
ま
す
の
で
、
３
月

11
日
（
金
）
16
時
30
分
〜
17
日(

木)

の

期
間
、休
館
し
ま
す
。 

四万十いやしの里 
営業時間等変更 

　
４
月
１
日（
金
）よ
り
左
記
の
時
間
に
変

更
と
な
り
ま
す
。 

 

■
営
業
時
間 

　
平
日
　
６
時
〜
９
時
、12
時
〜
22
時 

　
土
、日
、祝
日 

　
　
６
時
〜
９
時
、11
時
〜
22
時 

※
11
月
〜
翌
年
３
月
は
６
時
30
分
か
ら
営

　
業
し
ま
す
。 

■
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス（
平
日
） 

　
　
６
時
〜
９
時
、12
時
〜
15
時 
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幡多福祉保健所衛生環境課 �（34）0085　（県）環境対策課 �088（821）4522問 

　
P
C
B（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
7

月
ま
で
の
処
理
が
法
律
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、現
在
、高
濃
度
の

P
C
B
廃
棄
物
は
、
北
九
州
市
に
所

在
す
る
J
E
S
C
O
（
日
本
環
境
安

全
事
業
株
式
会
社
）
で
計
画
的
な
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
幡
多
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
24

年
2
月
、3
月
に
搬
入
を
計
画
し
て
い

ま
す
。J
E
S
C
O
で
処
理
を
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
該
当
機
器
の
登
録

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

P
C
B
廃
棄
物
を
保
管
し
て
い
る
方

で
こ
の
機
器
登
録
が
お
済
み
で
な
い

場
合
は
早
急
な
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
ま
た
、
P
C
B
廃
棄
物
を
保
管
し

て
い
る
方
は
毎
年
6
月
末
ま
で
に
、

県
に
対
し
て
保
管
状
況
の
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
使
用
中
の
P
C
B

汚
染
廃
電
気
機
器
に
つ
い
て
は
経
済

産
業
省
中
国
四
国
産
業
保
安
監
督
部

四
国
支
部
へ
届
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

PCBに汚染された電気機器などを所有している皆さまへ 

募
　
集 

自衛隊四万十地域事務所 �（35）3096問 ※1人で両方の科目を受験できます。 

平成24年春入隊 自衛官募集 
受験科目 

応募資格 

1次試験日 

受付期間 

初 任 給
 

 

ボーナス 

休日休暇 

概　　要 

一般曹候補生（一般自衛官） 自衛隊幹部候補生（幹部自衛官） 

平成24年4月1日現在 
22歳以上26歳未満の人 

5月14日（土） 

平成24年4月1日現在 
18歳以上27歳未満の人（高校生受験不可） 

5月21日（土） 

159,500円（平成22年4月1日現在） 214,900円（平成22年4月1日現在） 

5月6日（金）まで 

食事・光熱費・宿舎費等無料 

年2回（6月、12月） 

原則週休2日。年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始の特別休暇等 

陸・海・空自衛隊の部隊勤務を通じて、その基幹 
隊員となって活躍する自衛官を養成する制度。 
採用後2年9月経過以降選考により3等陸・海・空 
曹に昇任します。昇任後は、4年で幹部候補生部 
内選抜試験の受験資格が得られます。 

幹部自衛官は、部隊の骨格と言われ、強い責任 
感と実行力で部隊を指揮する立場にあり、卓 
越したリーダーシップが必要となる。自衛隊 
をめぐる内外の変化に柔軟に対応し得る優れ 
た幹部自衛官が求められています。 

教
室
・
講
座 

問 
四万十市雇用創造促進協議会　�（34）0232 
ホームページ http://shimanto-koyo.com

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシを
ご覧のうえお申し込みください。 

四万十市雇用創造促進協議会　3月開催講座 
募　集　種　目 日　　　時 

◆売れっ子ガイド　　 
　　　育成セミナー 
『異文化理解セミナー』 

◆もったいないセミナー 
『地域資源を活かした戦略セミナー 
～B級グルメ成功事例に学ぶ～』 

◆高付加価値型農業研修 
水稲講座 

◆観光産業発展講座 
『人づくり研修』 

◆四万十ヒノキ活用研修 
『今できること、そして、今から 

しなければいけないこと』 

市立文化センター 
中会議室 

市立文化センター 
中会議室 

西土佐商工会2階 
会議室 

市立文化センター 
中会議室 

市立文化センター 
中会議室 

江ノ村集会所 
江ノ村地域　圃場 

3月6日（日） 
14時～16時30分 

3月24日（木） 
14時30分～17時 

3月9日（水） 
13時30分～16時30分 

人づくり環境・理論修得 

3月10日（木） 
9時～12時 

「やる気」を高める動機づけ手法 

3月18日 
9時30分～11時30分 

3月18日 
14時30分～16時30分 

3月22日（火） 
14時30分～16時30分 

3月23日（水） 
10時～12時 

会　　　　場 内　　　　容 講　　師 

塩田 正興 
(木と人出会い館)

興津 諦 
（アドマック㈱ 
ようこそニッポン 

どっと混む） 

田原 洋樹 
（オフィスたはら） 

赤木 歳通 
（自然を愛し環境を 

考える百姓） 

坂本 力 
（ラダー経営 
ネットワーク） 

高知県産木材や木造建築の動向を講演していただ
きながら、受講者と意見交換しながら四万十ヒノキ
ブランド化へ向け問題をまとめ上げていき、今後の
活動につなげていく。（建築関係やその営業の向け） 

産業が更なる発展を遂げるには優秀な人材をいかに
育てるかということが大切で、特に観光産業は、お客
様の目に触れる機会が多く、その分各企業の「やる気」
が売上向上やリピーター数に影響してくる。やる気
あふれる職場環境を作りましょう。（人を作る立場の
中間～幹部職向け） 

近年増加傾向の外国人観光客を受け入れるためには
外国文化を理解できたガイドが必要です。訪日客の
習慣や考え方を理解し、文化の衝突を防ぎ、訪日観光
客に愛される町づくりを目指します。 

地域内の一次産物の活用方法として、今注目の「B級
グルメ」に焦点を合わせ、他地域の成功事例をもとに、
誰に、何を、どうやって売っていくか検討します。 

実地研修 
講師制作DVD鑑賞、菜の花のすき込み方 
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ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定 

ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定 

ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定 

　
被
災
建
築
物
応
急
危
険

度
判
定
と
は
、
地
震
で
被

災
し
た
建
物
に
つ
い
て
、

余
震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の

危
険
性
が
あ
る
か
ど
う
か

を
判
定
し
て
表
示
を
行
う

も
の
で
す
。
国
や
地
方
公

共
団
体
、
建
築
関
係
団
体

な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地

域
に
判
定
士
を
派
遣
し
て

行
い
ま
す
。 

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る

と
建
物
は
少
な
か
ら
ず
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
倒
壊
は

免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対

す
る
強
さ
が
弱
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
の
後
に
は
数

回
の
余
震
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
弱
く
な
っ
た
建
物

は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒
壊

し
た
り
部
材
が
落
下
し
た

り
し
て
人
的
被
害
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
被
災
者
が
そ
の
ま
ま

家
に
い
て
い
い
の
か
、
避

難
所
に
避
難
し
た
ほ
う
が

い
い
の
か
な
ど
を
判
断
す

る
た
め
に
、
救
命
、
救
急
、

消
防
活
動
と
並
行
し
て
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
応
急

危
険
度
判
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
判
定
の
目

的
や
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

■
被
災
度
区
分
判
定 

建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目
的
で
応
急

危
険
度
判
定
後
に
建
物
の
被
災
度
を
詳
細
に

判
定
す
る
も
の
。 

■
住
家
被
害
認
定 

「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目
的
で
被
害
程

度
を
認
定
す
る
も
の
。 

 

　
ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ
た
宅
地
に

対
し
て
も
災
害
時
の
応
急
対
策
と
し
て
危
険
度

を
判
定
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定 

地
震
や
降
雨
な
ど
に
よ
る
宅
地
災
害
が
広
範

囲
に
発
生
し
た
後
に
、二
次
災
害
を
防
ぐ
目
的

で
被
害
の
状
況
を
把
握
し
て
宅
地
の
危
険
度

を
判
定
す
る
も
の
。 

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ
ろ
が
建
物
の

　
応
急
危
険
度
判
定
と
違
い
ま
す
。 

 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、判
定

の
た
め
の
調
査
の
際
に
は
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
　
問
い
合
わ
せ
先 

　（
県
）土
木
部
建
築
指
導
課 

指
導
担
当 

�
０
８
８(

８
２
３)

９
８
９
１  

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
　
問
い
合
わ
せ
先 

　（
県
）土
木
部
都
市
計
画
課 

開
発
指
導
担
当 

�
０
８
８(

８
２
３)

９
８
４
９ 

判定結果は３種類のステッカーを建物の出入り口などに貼り付けて表示します（サイズ：A3） 

（
緑
）調
査
済 

（
赤
）危
険 

（
黄
）要
注
意 

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は 
十分に注意してください 

この建物に立ち入ることは 
危険です 

「玖木の一日春の花めぐり＆橋めぐり」～山菜採り体験！～ 
　
玖
木
地
区
で
春
の
交
流
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。 

　
四
万
十
川
支
流
の
中
で
屈
指
の
透
明
度
を
誇

る
平
成
の
名
水
百
選「
黒
尊
川
」沿
い
に
咲
く
つ

つ
じ
な
ど
、色
と
り
ど
り
の
春
の
花
と
橋
め
ぐ
り
、

山
菜
採
り
体
験
に
参
加
し
て
、山
々
に
囲
ま
れ
た

玖
木
の
温
か
い
人
情
に
ふ
れ
て
、す
て
き
な
一
日

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
! ? 

　
昼
食
は
、し
し
汁
や
山
菜
の
天
ぷ
ら
、ち
ら
し

寿
し
…
な
ど
地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理

で
す
! !
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
! ! 

 

日
　
　
時
　
４
月
３
日（
日
） 

10
時
〜
15
時 

集
合
場
所
　
玖
木
公
民
館 

　
　
　
　
　
　（
西
土
佐
玖
木
１
３
２
―
５
） 

募
集
人
数
　
30
人 

参

加

費
　
２
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
小
学
生
は
１
３
０
０
円 

　
　
　
　
　
小
学
生
未
満
は
無
料   

　
　
　
　
　
※
昼
食
代
込
み 

内
　
　
容 

　
春
の
花
＆
橋
め
ぐ
り
、山
菜
採
り
体
験
　
な
ど 

申
込
締
切 

　
４
月
１
日（
金
） 

主
　
　
催 

　
玖
木
地
区
が
ん
ば
る 

　
住
民
グ
ル
ー
プ 

西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」　�（31）6474　FAX（31）6475

催
　
し 

問 申 

玖木 

玖木サーキット 

黒
尊
川 

四
万
十
川 

至
四
万
十
市
街 

口屋内 
小学校 

口屋内 

口屋内沈下橋 

口屋内郵便局 

口屋内大橋 

至江川 至黒尊渓谷 

口屋内大橋から　８km（約１０分） 

四万十市街から２８km（約４０分） 
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1
月
20
日（
木
）、市
立
中
央
公
民
館
で
ア
ユ
報
告
会（
第
５
回 

四

万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業 

報
告
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

民
、漁
業
関
係
者
、行
政
関
係
者
な
ど
約
80
名
の
参
加
が
あ
り
、関
心

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

　
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
四
万
十
研
究
室
の
東
健
作
室
長
か
ら

「
四
万
十
川
河
口
域
に
お
け
る
ア
ユ
仔
稚
魚
の
分
布
と
成
長
」、同
水

環
境
研
究
室
の
和
吾
郎
室
長
か
ら「
四
万
十
川
汽
水
域
に
お
け
る
栄

養
塩
の
分
布
と
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
と
の
関
連
」と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ

ぞ
れ
研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
東
室
長
は
平
成
20
、
21
年
度
の
ア

ユ
の
仔
稚
魚
の
分
布
や
生
育
状
況

な
ど
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
結
果
、
平
成
20
年
11
月
の
産
卵

場
は
約
4
7
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

平
成
21
年
11
月
は
や
や
上
流
部
に

広
が
り
約
１
万
1
4
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
っ
た
。
ふ
化
日
は
平
成
20
年

度
は
11
月
〜
12
月
末
が
中
心
だ
っ

た
が
、
平
成
21
年
度
は
11
月
下
旬
〜

1
月
中
旬
と
遅
く
、
11
月
生
ま
れ
の

多
く
の
ア
ユ
が
育
た
な
か
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

　
和
室
長
は
平
成
20
、
21
年
に
ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
が
生
育
す
る
汽
水
域
の

水
質
や
水
温
、窒
素
と
リ
ン
の
濃
度

な
ど
を
調
べ
て
お
り
、順
調
に
生
育

し
た
平
成
20
年
度
に
比
べ
、不
作
で

あ
っ
た
平
成
21
年
度
で
は
リ
ン
濃

度
が
半
減
し
て
お
り
、緑
色
が
薄
く

な
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
報
告
会
は
今
回
初
め
て
で

あ
り
、参
加
者
に
と
っ
て
も
大
変
有

意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

東室長 

●問い合わせ先●　（本庁）地球環境課 四万十川対策室　�（34）1170
和室長 

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会 

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会 

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会 

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　
ア
ユ
報
告
会 

に
ぎ 

ご  

ろ
う 

し    

ち  

ぎ
ょ 

あ
ず
ま 

け
ん
さ
く 

※期日・会場は予定（2月21日現在）ですので、変更になる場合があります。 
※第22回 四万十の日制定記念春季市民スポーツ大会総合開会式は、4月10日（日）午前8時30分から安並市民ス 
　ポーツセンターアリーナにて開催します。 

ソフトテニス（一般・小学生） 
登山（中村山の会） 
スカッシュバレーボール 
水泳 
居合道 
ゲートボール 
ミックスバレーボール 
卓球 
壮年ソフトボール 
軟式野球 
空手道（玄武館） 
バドミントン 
実年ソフトボール 
弓道 
軟式野球 
ソフトテニス（中学生） 
シニアソフトボール 
軟式野球（決勝） 
９人制女子バレーボール 
登山（シ・マムタの会） 
ペタンク 
剣道 
グラウンド・ゴルフ 
タスキリレー（ランナーズ） 
家庭婦人バレーボール 
相撲 
早起きソフトボール（早朝） 

西南大規模公園（大方） テニスコート 
三原村 今の山登山 
具同体育センター 
安並運動公園 温水プール 
具同体育センター 
河川敷ゲートボール場 
スポーツセンター アリーナ 
安並運動公園 卓球場 
安並運動公園 運動広場 
安並運動公園 四万十スタジアム 
スポーツセンター 武道場 
スポーツセンター アリーナ 
安並運動公園 運動広場 
安並運動公園 弓道場 
安並運動公園 四万十スタジアム 
西南大規模公園（大方） テニスコート 
安並運動公園 運動広場 
安並運動公園 四万十スタジアム 
具同体育センター 
いの町 高峰ヶ森・うばヶ森 
利岡小学校 運動場 
スポーツセンターアリーナ 
安並運動公園 運動広場 
ウルトラマラソンコース 
具同体育センター 
安並運動公園 相撲場 
安並運動公園 運動広場 

3/27（日） 
 

4/ 3（日） 
 
 
 

4/10（日）
 

 
 
 
 
 

4/17（日）
 

 
 
 
 
 

4/24（日） 
 
 
 

4/29（祝） 
 

5/ 1（日） 
5/15（日） 
4/1～5/31

●問い合わせ先●　（財）四万十市体育協会事務局具同体育センター ��37)4558　安並スポーツセンター ��34)2071

日 程 種　　　目 場　　　　所 

第22回 四万十の日制定記念 春季市民スポーツ大会  
　(財)四万十市体育協会では、四万十の日制定を記念し、自然環境の大切さを育むと共に市民の健康増進を図ること

を目的に3月27日から5月31日までの期間、下記の日程でスポーツ大会を開催します。           

主催：財団法人  四万十市体育協会 　後援：四万十市・四万十市教育委員会 



住宅防災フェア 
開催内容 
・起震車による地震体験 
・住宅用火災警報器、 
　　　　防災グッズ紹介 
・消防車展示 
日　時　３月５日(土) 10時～13時ごろまで 
場　所　サニータウン四万十駐車場内（古津賀） 

地震体験車が 
やってくる！ 

●問い合わせ先● 四万十消防署 �（34）5881
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市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 71

　
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
の
大

雪
に
、屋
外
に
出
る
こ
と
も
な
く
、小

林
一
茶（
一
七
六
三
〜
一
八
二
七
）の

俳
句
を
読
み
ふ
け
り
ま
し
た
。 

　
一
茶
は
、信
濃
の
国（
現
在
の
長
野

県
）の
人
で
、そ
の
作
品
は
戦
前
か
ら

現
在
ま
で
、
小
中
学
校
の
国
語
教
科

書
に
も
載
せ
ら
れ
、
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

・
痩
蛙
ま
け
る
な
一
茶
是
に
あ
り 

・
我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀 

・
や
れ
打
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る 

　
こ
れ
ら
の
句
か
ら
、
一
茶
の
や
さ

し
く
て
愉
快
な
人
柄
が
う
か
び
あ
が

っ
て
き
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
が
彼
の

す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
俳
聖
と
ま
で
い
わ
れ
た
芭
蕉
が
生

涯
に
よ
ん
だ
俳
句
が
千
句
、
蕪
村
は

三
千
句
、
一
茶
は
何
と
二
万
句
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
ど
う
し
て
か
一
茶

は
一
段
低
い
か
、
無
視
さ
れ
た
存
在

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で

は
、
昔
か
ら
花
鳥
風
月
を
う
た
え
ば

芸
術
性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
が
、一
茶
の
俳
句
に
は
、他
の
人
が

目
を
向
け
た
こ
と
の
な
い
題
材
が
数

多
く
よ
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
徳
川
封
建
体
制
の
下
に
あ
っ
て
、

権
力
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宗
教

人
で
さ
え
差
別
や
蔑
視
を
加
え
続
け

た
な
か
に
い
て
、
社
会
の
底
辺
に
生

き
る
人
び
と
を
人
間
と
し
て
扱
い
、

黙
々
と
う
た
い
つ
づ
け
た
の
が
一

茶
で
し
た
。 

・
非
人
寺
に
桜
ま
じ
ま
じ
咲
に
け
り 

・
隠
亡
の
む
つ
き
ほ
し
た
り
蓮
の
花 

・
番
丁
や
も
や
ひ
番
屋
の
小
夜
時
雨 

　
こ
の
よ
う
な
、
あ
ま
り
に
も
人
間

的
な
う
た
い
っ
ぷ
り
が
、
高
名
な
批

評
家
た
ち
に
嫌
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。蚊
、蠅
、蛙
、蚤
、虱
、

乞
食
、
非
人
、
貧
乏
人
…
…
を
う
た

い
つ
つ
も
、領
主
、大
名
、は
て
は
将

軍
様
ま
で
も
笑
い
飛
ば
す
生
き
方
は
、

ま
こ
と
に
痛
快
と
い
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。 

・
何
の
そ
の
百
万
石
も
笹
の
露 

・
夕
不
二
に
尻
を
並
べ
て
な
く
蛙 

・
蚤
の
迹
か
ぞ
へ
な
が
ら
に
添
乳
哉 

・
陽
炎
や
敷
居
で
つ
ぶ
す
髪
虱 

・
乞
食
子
や
膝
の
上
ま
で
今
朝
の
雪 

・
御
仏
や
乞
食
丁
に
も
御
誕
生 

・
君
が
代
は
乞
食
の
家
も
の
ぼ
り
哉 

・
大
江
戸
や
犬
も
あ
り
つ
く
初
鰹 

・
屁
く
ら
べ
や
夕
顔
棚
の
下
涼
み 

　
あ
げ
て
い
け
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
権
力
や
権
威
に
諂
う
こ
と
な

く
、
一
茶
の
注
ぐ
ま
な
ざ
し
は
庶
民

の
代
表
の
眼
そ
の
も
の
で
す
。
二
人

と
は
い
な
い
俳
人
魂
の
持
主
で
す
。 

　
　
　 

 

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　 

山
本
　
衞 

お
誕
生

お
誕
生 

　
お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
う 
お
誕
生 

　
お
め
で
と
う 

柿
谷
　
茉
那 

宮
　
　
己
心
美 

乾
　
　
咲
仁 

本
田
　
こ
こ
ろ 

藤
原
　
彩 

福
壽
　
千
尋 

鈴
木
　
渚
斗 

藤
原
　
綾
那 

中
澤
　
理 

　
岡
　
詩
結 

白
井
　
ま
し
ろ 

北
代
　
花
帆 

細
木
　
玖
哩 

横
平
　
拓
海 

三
吉
　
智
也 

都
築
　
明
里 

渡
部
　
綾
人 

柿
葉
　
真
色 

敷
地
　
黎
音 

  

ま
　 

な 

  

な
　 

ご
　 

み 

 

さ
き  

と 

  

あ
や 

  

ち
　
ひ
ろ 

 

な
ぎ  

と 

 

あ
や  

な 

 

こ
と 

　
し
　
ゆ 

 

　
か
　
ほ 

　
く
　
り 

 

た
く  

み 

 

と
も  

や 

 

あ
か  

り 

 

あ
や  

と 

　
ま  

い
ろ 

 

れ
い  

と 

泰
司 

伸
哉 

城
次 

次
郎 

旭 真 篤 充
啓 

寿
人 

彰
吾 

啓
補 

知
貴 

寛
志 

大
樹 

早
紀 

和
彦 

武
士 

大
輔 

伴
洋 

（
平
成
23
・
1
・
６
〜
2
・
５
届
分
） 

（
平
成
23
・
1
・
６
〜
2
・
５
届
分
） 

ご
冥
福
を 

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
山
手
通 

中
村
小
姓
町 

中

村

本

町 

中
村
一
条
通 

中

村

新

町 
安

並
 

入

田
 

具

同

 

具

同

 

具

同

 

渡

川

 

具

同

田

黒 

森

沢

 

荒

川

 

有

岡

 

深

木

 

間

崎

 

竹

島

 

下

田

 

井

沢

 

蕨

岡

乙

 

伊

才

原

 

伊

才

原

 

利

岡

 

敷

地

 

勝

間

 

鵜

ノ

江

 

川

登

 

住

次

郎

 

西
土
佐
奥
屋
内 

西
土
佐
藤
ノ
川 

西
土
佐
大
宮 

西
土
佐
茅
生 

西
土
佐
江
川
　 

西
土
佐
半
家 

西
土
佐
半
家 

93 85 50 70 87 86 86 70 81 81 60 94 84 85 81 50 77 76 90 80 78 58 80 57 97 

80 78 60 80 83 81 91 99 91 81 85
 

中
村
弥
生
町 

中

村

東

町 

中

村

東

町 

右

山

元

町 

右

山

元

町 

右
山
天
神
町 

佐

岡

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

具

同

 

渡

川

 

具

同

田

黒 

具

同

田

黒 

森

沢

 

実

崎

 

下

田

 

岩

田

 

常

六

 

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞

い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

平
石
　
國
惠 

前
田
　
豊 

森
本
　
正 

上
田
　
初
子 

久
保
田
孝
男 

井
手
　
シ
ズ
エ 

渡
辺
　
八
重
子 

大
城
　
　
三 

森
　
　
一
章 

下
市
　
茂
清 

三
吉
　
美
佐
子 

藤
倉
　
　
子 

三
　
　
千
惠
子 

岡
田
　
文
子 

北
澤
　
タ
ダ
子 

柿
谷
　
幸
浩 

寺
岡
　
善
太
郎 

西
内
　
艶
子 

岩
瀬
　
三
雄 

長
谷
　
昌
雄 

佐
竹
　
幸
男 

水
田
　
幹
雄 

森
岡
　
壽
美 

竹
内
　
範
子 

近
藤
　
早
月 

沖
本
　
喜
美
子 

山
　
　
千
　 

森
吉
　
健 

森
本
　
利
信 

弘
井
　
音
和 

遠
地
　
博 

岡
山
　
藤
子 

津
野
　
　
男 

土
居
　
準
四
郎 

金
谷
　
清
美 

森
本
　
宏 

住
　
所 

保
護
者 

赤
ち
ゃ
ん 

住
　
所 

享 

年 

氏
　
　  

名 

お
お
み
そ
か 

や
せ
が
え
る 

こ
こ 

す
ず
め 

は
え 

は
い 

せ
い 

う
つ 

ユ
ー
モ
ラ
ス 

べ
つ  

し 

へ
つ
ら 

は
つ
が
つ
お か

な 

か
な 

か
み
じ
ら
み 

へ 

か
げ
ろ
う 

あ
と 

そ
え  

ぢ 

ふ
　
じ 

の
み 

は
え 

し
ら
み 

し
ぐ
れ 

お
ん
ぼ
う 

さ
き 

■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 
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★ 

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
』に
参
加
を
!!!! 

★ 

★ 

休
館
日
の
案
内 

★ 

一
般
書 

３ （434冊）

児
童
書  

え
ほ
ん 

/

あの戦争と日本人 

佐野洋子対談集人生のきほん 

33人チリ落盤事故の奇跡と真実 

職場のメンタルヘルス実践ガイド 

日本の地名 

村上春樹雑文集 

四畳半王国見聞録 

ラストラン 

半藤　一利 

佐野　洋子 

マヌエル・ピノ・トロ 

佐藤　隆 

筒井　功 

村上　春樹 

森見　登美彦 

角野　栄子 

あいうえおおきなだいふくだ 

スティーヴィーのこいぬ 

ダメ！ 

パパはステキな男のおばさん 

ぼくんち豆腐屋 

マージともう一ぴきのマージ 

みてよぴかぴかランドセル 

めいたんていポアロン 

　　　　さらわれたプリンセス 

たるいし　まこ 

ドロシー・マリノ 

いもと　ようこ 

石井　睦美 

上條　さなえ 

エミリー・ロッダ 

西巻　茅子 

 

三田村　信行 

　
図
書
館
で
は
、
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
読
み
手
は
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。会
場
は
、お
話
し

の
へ
や（
図
書
館
内
）、毎
週
日
曜
日
10
時
20
分
〜
11
時
で
す
。 

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
主
に
し
て
い
ま
す
が
手
遊

び
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ（
お
話
し
）も
行
っ
て
い
ま
す
。節
目

に
は
お
楽
し
み
会
と
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
時
間
だ
け
は
、
入
口
の
開
き
戸
を
締
め
切
っ
て
、
声
が
一

般
閲
覧
室
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
も
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
安

心
し
て
足
を
お
は
こ
び
く
だ
さ
い
。 

※
３
月
１
日（
火
）〜
４
日（
金
）蔵
書
点
検
３
月
28
日（
月
）定
　
休
　
日 

３
月
７
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
　
　
31
日（
木
）館
内
整
理
日
 

　
　
14
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
４
月
４
日（
月
）定
　
休
　
日 

　
　
21
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
　
　
11
日（
月
）定
　
休
　
日 

問
 
市
立
図
書
館
 
 
 
（
３
５
）２
９
２
３
 
 

開館時間　9：00～18：00 March
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No.71
水道に関する問い合わせは 

（本　　庁）水道課　�（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　�（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

（有）平野水道 

（株）四電工中村営業所 

溝渕設備 

森下住宅器機 

土居水道工事店 

中村水道工事センター 

（株）中村住設 

（有）大杉設備工業 

（有）福永工業 

（有）カキタニ設備 

岡崎プロパン（株） 

3月05日（土） 

6日（日） 

12日（土） 

13日（日） 

19日（土） 

20日（日） 

21日（月） 

26日（土） 

27日（日） 

4月02日（土） 

3日（日） 

�（34）2126 
�（34）1211 
�（34）2126 
�（34）3177 
�（34）5100 
�（34）2126 
�（35）2555 
�（34）2126

日直指定水道業者 

3月 6日（日） 
13日（日） 
20日（日） 
21日（月） 
27日（日） 

4月 3日（日） 
10日（日） 
17日（日） 

市民病院 
木俵病院 
市民病院 
中村病院 
中村クリニック 
市民病院 
さくらクリニック 
市民病院 

当 直 医 

�（35）2316 
�（34）1331 
�（34）3734 
�（34）4855 
�（32）1095 
�（35）4323 
�（34）3621 
�（34）2324 
�（35）5996 
�（33）0660 
�（35）3458

～1月末日現在～ 

総人口　36,296（－60） 
　男　　17,139（－36） 
　女　　19,157（－24） 
世帯数　16,270（－12） 

転入　 
転出 
出生 
死亡 

45人 
63人 
17人 
59人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

■
こ
の
前
お
正
月
だ
っ
た
の
に
、節
分
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
過
ぎ
、早
や
３
月（
年

度
末
）
。
年
を
と
る
に
つ
れ
時
間
が
経

つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い

が
、
こ
の
１
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
今
、

広
報
３
月
号
の
編
集
を
終
え
た
と
こ
ろ
。
こ
の

３
月
号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

も
う
４
月
号
の
編
集
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
に
な
り
そ
う

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
Ｙ.

Ｔ
） 

 

■
毎
月
変
わ
っ
て
い
る
広
報
の
色
で
す
が
、
編

集
の
最
初
の
段
階
で
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
校
了
間
近
に
な
っ
て
、「
別
の
色
に
し
て
お

け
ば
…
」と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
月
の
内

容
は
、
梅
の
里
ま
つ
り
、
花
絵
巻
、
入
学
式
…
な

ど
な
ど
。
ピ
ン
ク
に
す
る
べ
き
だ
っ
た
か
な
…

と
思
っ
て
も
後
の
祭
り
で
す
ね
。　
　 

（
誉
也
） 

（県）総務部 統計課　�088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。 
調査員が訪問した際にはご確認ください。 

今月の統計調査 3月 

調　査　名 調　査　該　当　地　区 
/

/

右山元町、右山天神町、不破、緑ケ丘団地 家計調査〔県主管〕 

労働力調査〔県主管〕 

毎月勤労統計調査 
（一種）〔県主管〕 
毎月勤労統計調査 
（二種）〔県主管〕 

家計消費状況調査 
〔国主管〕 

山路、中村東町1丁目（3月5日まで実施） 

市内全域 

西土佐地区 

不明 
※国主管の調査のため該当地区の 
　詳細は不明です 
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